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令和２年度使用小学校教科用図書、

中学校教科用図書（「特別の教科 道徳」を除く）、

小・中学校特別支援学級及び特別支援学校（小・中学部）教科用図書

採 択 基 準

１ 市町村立小学校で使用する検定教科書の採択

(1) 採択に当たって

ア 市町村教育委員会はその責任の下に、採択の方針、手順等を明確にし、採択事務

の適正化を図ること。

イ 県教育委員会の行う指導及び助言又は援助に基づいて行うこと。

ウ 採択地区に二つ以上の町村がある場合には、構成町村の教育委員会が共同して、

採択のための協議会（以下「採択地区協議会」という。）を組織すること。

エ 各採択地区においては、選定のための委員会（以下「選定委員会」という。）を

組織すること。

(2) 採択を適正かつ公正に行うため

ア 教科の目標や内容、児童生徒や地域の実態等を考慮し、市町村教育委員会の判断

と責任により、最も適切なものを採択すること。

イ 採択決定に当たっては、おおむね次の経過をたどることとし、その方法や手続き

を工夫すること。

① 選定委員会は、教科書に関する調査研究を行う際には、令和元年度に県教育委

員会が示す選定資料を十分参考にすること。

② 市町村教育委員会は、種目ごとに１種の教科書を採択すること。

③ 採択地区協議会は、種目ごとに１種の教科書を選定すること。また、採択地区

協議会を構成する町村の教育委員会は、その採択地区協議会において選定された

教科書を採択すること。

２ 市町村立中学校で使用する検定教科書（「特別の教科 道徳」を除く）の採択

(1) 採択に当たって

ア 市町村教育委員会はその責任の下に、採択の方針、手順等を明確にし、採択事務

の適正化を図ること。

イ 県教育委員会の行う指導及び助言又は援助に基づいて行うこと。

ウ 採択地区に二つ以上の町村がある場合には、採択地区協議会を組織すること。

エ 各採択地区においては、選定委員会を組織すること。



(2) 採択を適正かつ公正に行うため

ア 教科の目標や内容、児童生徒や地域の実態等を考慮し、市町村教育委員会の判断

と責任により、最も適切なものを採択すること。

イ 採択決定に当たっては、おおむね次の経過をたどることとし、その方法や手続き

を工夫すること。

① 「特別の教科 道徳」以外の教科書について新たに採択を行うこととなるが、

平成30年度検定において新たに合格した図書がなかったため、選定委員会は、教

科書に関する調査研究を行う際には、平成27年度に県教育委員会が示した「平成

28年度使用教科用図書選定資料」を十分参考にすること。

② 市町村教育委員会は、種目ごとに１種の教科書を採択すること。

③ 採択地区協議会は、種目ごとに１種の教科書を選定すること。また、採択地区

協議会を構成する町村の教育委員会は、その採択地区協議会において選定された

教科書を採択すること。

３ 県立中学校で使用する検定教科書（「特別の教科 道徳」を除く）の選定

(1) 選定に当たって

県立中学校において使用する検定教科書の選定については、生徒や地域の実態等を

考慮し、次の項目について学習指導要領の目標等を踏まえ、各教科書の違いが明瞭に

分かるように調査研究の上選定すること。

ア 内容

イ 構成上の工夫

(2) 選定を適正かつ公正に行うため

選定に当たっては、おおむね次の経過をたどることとし、その方法や手続きを工夫

すること。

① 「特別の教科 道徳」以外の教科書について新たに採択を行うこととなるが、

平成30年度検定において新たに合格した図書がなかったため、県立中学校におい

て教科書に関する調査研究を行う際には、平成27年度に県教育委員会が示した「平

成28年度使用教科用図書選定資料」を十分参考にすること。

② 県立中学校においては、種目ごとに１種の教科書を選定すること。

４ 国立・私立の小学校で使用する検定教科書の採択

採択に当たっては、その適正かつ公正を期すため、各学校長の責任において次の手続

きによるものとする。

(1) 教科書に関する調査研究を行う際には、令和元年度に県教育委員会が示す選定資料

を十分参考にすること。



(2) 調査研究の結果等に基づき、種目ごとに１種の教科書を採択すること。なお、「特

別の教科 道徳」に代えて宗教を教育課程に編成する私立の小学校については、「特

別の教科 道徳」の教科書の採択を行う必要はないことに留意すること。

５ 国立・私立の中学校で使用する検定教科書（「特別の教科 道徳」を除く）の採択

採択に当たっては、その適正かつ公正を期すため、各学校長の責任において次の手続

きによるものとする。

(1) 「特別の教科 道徳」以外の教科書について新たに採択を行うこととなるが、平成

30年度検定において新たに合格した図書がなかったため、教科書に関する調査研究を

行う際には、平成27年度に県教育委員会が示した「平成28年度使用教科用図書選定資

料」を十分参考にすること。

(2) 調査研究の結果等に基づき、種目ごとに１種の教科書を採択すること。

６ 小・中学校特別支援学級において使用する教科用図書の採択

(1) 検定教科書の採択について

小・中学校特別支援学級において使用する検定教科書の採択については、当該採択

地区（国立・私立にあっては各学校）で採択されている検定教科書と同一のものを採

択すること。

(2) 学校教育法附則第９条の規定による教科用図書の採択について

特別の教育課程を編成し、教科により当該学年用の検定教科書を使用することが適

当でない場合には、学校教育法附則第９条の規定による、教科の主たる教材として教

育目標の達成上適切な図書（以下「一般図書」という。）を採択すること。一般図書

の採択に当たっては、文部科学省の検定を経た下学年用教科書又は文部科学省著作教

科書の採択を十分考慮すること。また、特別支援学校知的障害者用の文部科学省著作

教科書のある教科は、なるべくこれを採択すること。

その上で、これら以外の図書を採択する場合には、県教育委員会の示す選定資料を

参考にして十分な調査研究を行い、適正かつ公正に行うこと。その際には、絶版につ

いても確認し、特に慎重を期して採択すること。

７ 特別支援学校（小・中学部）において使用する教科用図書の選定

(1) 検定教科書の選定について

特別支援学校（小学部）において使用する検定教科書及び特別支援学校（中学部）

において使用する検定教科書（「特別の教科 道徳」を除く）の選定については、児

童生徒の障害の状態や特性等を考慮し、次の項目について学習指導要領の目標等を踏

まえ、各教科書の違いが明瞭に分かるように調査研究の上選定すること。

ア 内容

イ 構成上の工夫

(2) 学校教育法附則第９条の規定による教科用図書の選定について

教科により当該学年用の検定教科書を使用することが適当でない場合には、一般図



書を選定すること。一般図書の選定に当たっては、文部科学省の検定を経た下学年用

教科書又は文部科学省著作教科書の選定を十分考慮すること。また、特別支援学校知

的障害者用の文部科学省著作教科書のある教科は、なるべくこれを選定すること。

その上で、これら以外の図書を選定する場合には、県教育委員会の示す選定資料を

参考にして十分な調査研究を行い、適正かつ公正に行うこと。その際には、絶版につ

いても確認し、特に慎重を期して選定すること。



国 語

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 話 書 読 知識及び技能 複 資 そ 前 図 紹 古 学
す く む 合 料 の 学 表 介 典 習

ペ こ こ こ 他 年 ・ さ の 活
と と と 言 情 我 に グ れ 作 動ー

・ 葉 報 が 学 ラ て 品 へ
聞 の の 国 習 フ い 数 の 使用上の便宜・編集上の工夫等

ジ く 特 扱 の し の る 手
発行者の こ 徴 い 言 た 数 本 立
番号・略称 と 方 語 漢 の て

文 字 冊
化 の 数

数

１年 320 30 32 125 44 ０ 26 ０ 44 19 － 16 82 １ 12 ・１～４年は上下巻の２分冊、５、６
年は１冊である。

２年 348 30 44 130 39 ０ 26 ０ 57 22 80 17 87 ２ 19 ・巻頭に、該当学年で身に付ける「言
葉の力」の一覧を設けている。

２ ３年 356 26 32 137 34 ７ 25 ０ 73 22 160 18 72 １ 21 ・学習内容に関連する資料をウェブペ
ージで閲覧できる「Ｄマーク」を掲

東書 ４年 356 26 28 133 36 ６ 26 ０ 79 22 200 13 85 ３ 20 載している。
・巻末の資料に、学習に必要な用語を

５年 306 25 24 125 21 ２ 33 14 50 12 200 14 86 ７ 16 まとめて解説した「学習で使う言葉」
を掲載している。

６年 306 18 25 118 28 ２ 29 18 56 12 185 14 83 ６ 16

１年 268 20 36 97 47 ２ 22 ０ 34 10 － 14 40 ２ 11 ・全学年上下巻の２分冊である。
・３～６年の上巻の巻頭に、１年間の

２年 280 24 35 100 22 ２ 33 12 39 13 84 22 77 ３ 14 学習を領域別に整理した「つけたい
力」を折込みで設けている。

11 ３年 310 33 38 80 30 ９ 29 12 66 13 175 10 84 １ 12 ・学習の参考となる資料をウェブペー
ジで閲覧できる二次元コードを掲載

学図 ４年 316 26 38 96 25 ９ 31 14 62 15 220 13 81 ３ 18 している。
・巻末の資料に、学習に必要な用語を

５年 340 22 26 106 22 ６ 37 16 92 13 219 12 82 ５ 16 まとめて解説した「授業で使う言葉」
を掲載している。

６年 330 17 21 83 24 ７ 34 37 94 13 197 11 86 ５ 18



国 語

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 話 書 読 知識及び技能 複 資 そ 前 図 紹 古 学
す く む 合 料 の 学 表 介 典 習

ペ こ こ こ 他 年 ・ さ の 活
と と と 言 情 我 に グ れ 作 動ー

・ 葉 報 が 学 ラ て 品 へ
聞 の の 国 習 フ い 数 の 使用上の便宜・編集上の工夫等

ジ く 特 扱 の し の る 手
発行者の こ 徴 い 言 た 数 本 立
番号・略称 と 方 語 漢 の て

文 字 冊
化 の 数

数

１年 314 16 30 125 56 ０ 23 ０ 57 ７ － 18 71 １ 11 ・全学年上下巻の２分冊である。
・各学年の巻頭に、１年間の学習内容

２年 332 14 32 163 33 ０ 14 ０ 63 13 80 15 72 ３ 14 を一覧できる「学ぶこと」を示して
いる。

17 ３年 324 29 23 135 31 ４ 28 ０ 65 ９ 160 17 73 １ 20 ・新しい情報を取り出せるウェブペー
ジを紹介するマーク「まなびリンク」

教出 ４年 346 30 32 141 31 ４ 26 ０ 72 10 200 18 71 ７ 19 を掲載している。
・巻末の資料に、学習に必要な用語を

５年 336 22 16 131 37 ０ 21 15 86 ８ 202 23 72 11 16 まとめて解説した「学ぶときに使う
言葉」を掲載している。

６年 340 15 22 123 31 ０ 27 11 103 ８ 193 14 68 ８ 14

１年 270 18 21 101 61 ０ 27 ６ 29 ７ － 11 32 １ 14 ・１～４年は上下巻の２分冊、５、６
年は１冊である。

２年 322 21 26 117 28 ４ 37 11 58 20 102 ４ 87 ２ 23 ・２～６年の巻頭に、国語の学びの姿
をイメージするための「国語の学び

38 ３年 322 21 19 121 29 ９ 33 14 58 18 178 13 102 ２ 29 を見わたそう」を設けている。
・単元の扉に、その単元に関連する既

光村 ４年 326 21 24 124 23 10 30 14 64 16 213 14 67 ３ 34 習事項を掲載している。
・学習の参考となる資料をウェブペー

５年 297 23 21 103 27 ５ 34 16 58 10 226 30 85 ９ 27 ジで閲覧できる二次元コードを掲載
している。

６年 311 20 19 105 23 ５ 33 16 80 10 211 13 75 ５ 27



国 語

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○読書活動の充実を図るための工夫
・各単元のはじめに、学びのポイントを明確にするための ・各学年に、読書に関する単元と図書館の活用について学習
「学習の進め方」「言葉の力」を設けている。 する内容を設定している。

・学習過程を「つかむ」「取り組む」「ふり返る」として ・読書意欲を高めるための読書教材「本は友達」や、図書を
整理し、具体的な問いや言語活動を紹介している。 紹介する「本だな」を設けている。

２ ○我が国の言語文化と言葉の特徴に関することについて ○その他
・伝統的な言語文化を取り上げた「伝えたい言の葉」や、 ・語彙指導のための資料として、巻末に「言葉の広場」を設

東書 四季の風物を紹介した「季節の足音」を設けている。 けている。また、各単元末に学習内容に関わる話形や文型
を取り上げた「言葉」を設けている。

○情報の扱い方に関することについて ・学習した内容を、他教科や日常生活に生かす観点を示した
・「書くこと」の単元等で情報の扱い方について取り上げ、 「生かそう」を設定している。
思考操作に関わる内容を「おさえる」で提示している。 ・巻末の資料に、その学年で学習した「言葉の力」の内容を、

・複数の情報を読み比べたり関連付けたりする内容を盛り 領域ごとに整理して掲載している。
込んだ単元を設定している。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○読書活動の充実を図るための工夫
・「読むこと」の単元末に、読みを深めるための視点など ・各単元末や巻末資料「読書の部屋」において、様々な図書
を紹介した「国語のカギ」を設定している。 を紹介している。

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」の単元の冒頭に、 ・各学年で、ブックトークやアニマシオンなどの読書活動や
学習過程を図示した「学習の見通しをもとう」を設けて 読書記録カードの作成について紹介している。
いる。

11 ○その他
○我が国の言語文化と言葉の特徴に関することについて ・巻末に、１年間の学習を振り返って気付いたことを書く「学

学図 ・２年以上の各学年において、四季折々の言葉を取り上げ びに向かう」を設定している。
た「季節のたより」を掲載している。 ・語彙指導のための資料として、巻末に「言葉の部屋」を設

・昔話や慣用句などの伝統的な言語文化を紹介している。 けている。
・各単元において、視覚的にイメージするための工夫として、

○情報の扱い方に関することについて モデルとなる文章例や学習の完成形を提示している。
・３年以上の各学年において、情報を分類したり情報同士 ・各単元のはじめに目標を示し、単元末で学習内容を振り返
を結び付けたりするための単元を設けている。 るための「学習のてびき」を設定している。

・マッピングやＫＪ法など、情報を視覚的に表して思考を
整理する方法を紹介している。



国 語

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○読書活動の充実を図るための工夫
・学習過程を明確にするために、「たしかめよう」「考え ・読みたい本を見付けるための図書館利用の方法を紹介して
よう」「深めよう」「広げよう」や「見通しをもとう」 いる。
を設定している。 ・各単元末や巻末資料「本を読もう」において、それぞれの

・単元の扉に掲載した単元目標に対応した「ふり返ろう」 図書の内容を表紙や中身の写真とともに紹介している。
を単元末に設定している。

17 ○その他
○我が国の言語文化と言葉の特徴に関することについて ・語彙指導のための資料として、単元末に「言葉を学ぼう」

教出 ・言葉遊びや古典作品など、各学年において伝統的な言語 「言葉を増やそう」を、巻末に「言葉の木」「言葉のまと
文化を紹介している。 め」を設けている。

・授業の各場面で活用するための言語活動の例をイラストを
○情報の扱い方に関することについて 用いて紹介している。
・単元に「大事な言い方」「ここが大事」を設け、情報同 ・各学年の単元に他教科の学習に関連した内容を盛り込んで
士の関係を整理するための言葉や文型を紹介している。 いる。

・辞典や図鑑の使い方や調べ方を紹介するページを設けて
いる。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○読書活動の充実を図るための工夫
・学習過程を明確にするために、学習活動の流れをを見開 ・学校図書館や公共図書館で読みたい本を見付ける方法など、
きページで示す「見通しをもとう」を設けている。 施設の使い方を紹介している。

・各単元で身に付けた学びを確認するための「たいせつ」 ・各単元末や巻末資料において様々なジャンルの図書を紹介
を設けている。 している。

・「対話の練習」として、実際の場面を想定したコミュニ ・学習と日常の読書をつなぐための取組として、読書記録や
38 ケーションの仕方を考える単元を設定している。 読書活動の方法を紹介している。

光村 ○我が国の言語文化と言葉の特徴に関することについて ○その他
・各学年で、言葉遊びや故事成語、歌舞伎などの伝統的な ・語彙指導のための資料として、巻末に「言葉の宝箱」を設
言語文化を紹介している。 けている。

・各単元の中に、学習内容を他教科や日常生活の場面に役立
○情報の扱い方に関することについて てることを示した「いかそう」を設けている。
・２年以上の各学年において「情報」のコラムを設け、「比 ・巻末の「学習を広げよう」には、各単元のポイントである
較」「分類」の考え方などを解説している。 「たいせつ」のまとめを掲載している。

・百科事典や統計資料の扱い方を解説するページを設けて
いる。



国語科（書写）

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 硬 毛 毛 実 他 そ 毛 原 横 筆 発
総 筆 筆 筆 用 教 の 筆 寸 書 記 展

教 教 教 書 科 他 教 大 き 具 教
ペ 材 材 材 式 等 材 手 教 使 材（ （

と の 本 材 用 の 使用上の便宜・編集上の工夫等
太 小 の 文 数 数 の 有ー
筆 筆 関 字 写 無

発行者の ジ ) ) 連 総 真
番号・略称 教 数 等

材 数

１年 50 35 ５ ４ ６ ２ 14 有 ・ＡＢ判である。
・各単元に文字を整えて書くための「書写のかぎ」を掲載し、巻

２年 46 30 ５ ４ ７ １ 12 有 頭に学習の進め方とポイントを掲載している。
・３～６年では、見開きページの左端に見出しを付け、学習のポ

２ ３年 58 ４ 28 １ ７ ７ 11 19 ２ ２ 35 ― イントを示している。
・「学びを生かそう」で学習事項をまとめ、応用課題を示している。

東書 ４年 54 ６ 26 １ ５ ５ 11 32 ２ １ 22 ― ・「生活に広げよう」では、他教科等との連携や生活に生かす教材
を示している。

５年 54 ２ 22 ２ 10 ６ 12 36 ２ ３ 30 ― ・左利きの生徒や色弱の生徒に配慮した教材がある。
・低学年では、点画を水色、緑、黄色の順に色分けし、筆順を示

６年 54 ４ 22 ２ ７ ６ 13 59 ２ ３ 21 ― している。

１年 52 42 １ １ ８ １ 13 有 ・Ｂ５判である。
・全学年で「学習の進め方」を掲載し、図やイラストを用いて学

２年 48 34 ０ ２ 12 １ 18 有 習方法を解説している。
・毛筆教材では、原寸大の手本を多く掲載している。

11 ３年 58 ９ 28 ２ ８ ３ ８ 18 ４ １ 32 ― ・ひらがな、カタカナ、ローマ字、漢字の表を掲載し、３～６年
の漢字表では、硬筆と毛筆の両方を示している。

学図 ４年 68 18 26 ０ 13 ３ ８ 15 ６ ２ 28 ― ・各単元のまとめ「生かして書こう」では、毛筆で学んだ学習内
容を硬筆に生かす教材としている。

５年 62 12 26 ０ 14 ３ ７ 17 ５ １ 32 ― ・１、２年には、学習ポイントに貼る「書き方のカギ」シールを
付けている。

６年 60 16 21 ０ 11 ３ ９ 19 ４ １ 21 有 ・４～６年には全都道府県名を硬筆で書く教材がある。

※発展教材とは、低学年での毛筆教材（水書を含む）及び高学年での行書教材のこと。



国語科（書写）

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 硬 毛 毛 実 他 そ 毛 原 横 筆 発
総 筆 筆 筆 用 教 の 筆 寸 書 記 展

教 教 教 書 科 他 教 大 き 具 教
ペ 材 材 材 式 等 材 手 教 使 材（ （

と の 本 材 用 の 使用上の便宜・編集上の工夫等
太 小 の 文 数 数 の 有ー
筆 筆 関 字 写 無

発行者の ジ ) ) 連 総 真
番号・略称 教 数 等

材 数

１年 51 40 ２ ２ ７ ２ 17 有 ・Ｂ５判である。
・写真を用いて学習方法を解説し、全学年で「学習の進め方」を

２年 42 27 ３ ４ ８ ３ 21 有 掲載している。
・１、２年では指でなぞることができるよう、文字を大きめにし

17 ３年 62 10 32 １ ６ ７ ６ 16 １ １ 15 ― た手本を掲載している。
・各単元で「めあて」を示し、学習の見通しを示している。

教出 ４年 62 ６ 32 ０ ６ 11 ７ 19 １ ０ 14 ― ・３～６年の各単元では「考えよう」として考えるポイントを示
している。

５年 54 ７ 24 ０ 10 ８ ５ 27 １ ４ 20 ― ・巻末で「書いて伝え合おう」として、応用課題を示している。
・「○○で生かす」とした他教科等との関連教材がある。

６年 54 ３ 22 ３ ６ 10 10 41 １ ２ 13 有 ・コラム「文字の世界」で様々な文字を取り上げている。

１年 46 35 １ ６ ４ ２ 9 有 ・Ｂ５判である。
・写真を用いて学習方法を解説し、３年以上では、「学習の進め方」

２年 42 27 ２ ６ ７ １ 12 ― を掲載している。
・１、２年では書くための準備「しょしゃ体操」を紹介している。

38 ３年 58 ５ 33 １ ２ ９ ８ 20 ２ １ 24 ― ・３～６年の漢字表には、硬筆と毛筆の両方を示している。
・３年には、学習のポイントに貼ることができるよう、筆の動き

光村 ４年 54 ３ 28 ０ ８ ８ ７ 26 ２ １ 14 ― をイラストにした「たしかめようシール」を付けている。
・全学年に「書き初め」教材を示し、「漢字ずかん」で漢字の成り

５年 56 ２ 25 ０ 13 ８ ８ 31 ２ ２ 16 ― 立ちを解説している。
・「○○年のまとめ」として学習を振り返る教材を設けている。

６年 54 ４ 18 ２ 12 ７ 11 54 ２ １ 19 有 ・他教科等との関連教材にはその教科名を示している。

※発展教材とは、低学年での毛筆教材（水書を含む）及び高学年での行書教材のこと。



国語科（書写）

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 硬 毛 毛 実 他 そ 毛 原 横 筆 発
総 筆 筆 筆 用 教 の 筆 寸 書 記 展

教 教 教 書 科 他 教 大 き 具 教
ペ 材 材 材 式 等 材 手 教 使 材（ （

と の 本 材 用 の 使用上の便宜・編集上の工夫等
太 小 の 文 数 数 の 有ー
筆 筆 関 字 写 無

発行者の ジ ) ) 連 総 真
番号・略称 教 数 等

材 数

１年 44 29 ４ ４ ７ １ 11 有 ・Ｂ５判である。
・イラストを用いて学習方法を解説し、３年以上では、「書写学習

２年 44 27 ５ ６ ６ １ 13 有 の進め方」を示している。
・全学年、各単元で「考える・確かめる・いかす」として学習内

116 ３年 58 ８ 34 １ ３ ７ ５ 19 ２ １ 27 ― 容を応用する方法を示し、巻末で年間の学習内容をまとめてい
る。

日文 ４年 58 11 30 １ ６ ７ ３ 20 ２ ０ 27 ― ・３～６年の毛筆では、ためし書きと仕上げ作品とを比較させ、
学んだことを硬筆に応用する教材を設定している。

５年 54 10 23 ２ ６ ９ ４ 29 ２ ０ 19 有 ・自ら考えた言葉や文章を基に学習を進める教材がある。
・国語との関連教材として「国語の広場」を設定している。

６年 54 12 19 ２ ８ ８ ５ 39 ２ １ 19 有 ・コラムで文字の成り立ちや用具用材を取り上げている。

※発展教材とは、低学年での毛筆教材（水書を含む）及び高学年での行書教材のこと。



国語科（書写）

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○姿勢、筆記具（選択を含む） ○日常生活や学習活動に生かす工夫
・写真と合い言葉で正しい姿勢を示している。 ・日記、氏名、連絡帳、観察カード、手紙、原稿用紙、読書カ
・筆記具の特徴を示すため、様々な筆記具で書かれた文字を ード、ノート、新聞、年賀状、ポスター、案内状、リーフレ
示している。 ット、メモを取り上げている。

○字形、組立て ・昔話、いろは歌、俳句、和歌、漢詩を扱った硬筆教材がある。
・字形の特徴を示すため、外形で分類したり、偏旁等を色分 ○毛筆教材で取り扱っている文字（下線は原寸大、〔〕は選択、
けして例示したりしている。 <>は小筆教材）

○用紙全体との関係、文字の大きさと配列 ・３年：大、一、下、日、人、光、心、正月、つり、水、明る
２ ・様々な配列の例を列挙し、その中から正しい配列を選ぶよ い心（1/8）、〔日の光（1/8）〕

う示している。 ・４年：羊、麦、左右、土地、竹笛、<明けましておめでとう>、
東書 ・「配列」を太筆と細筆に分けて解説している。 平和、わざ、手話、美しい空（1/8）、〔学問の力（1/8）〕

○穂先の動き、筆圧、点画のつながり ・５年：道、白馬、きずな、成長、出発、<雪とけて村一ぱい
・穂先の通り道を示すため、朱墨と薄墨の２色で点画を示し の子どもかな>、星ふる町、強い決意（1/8）、〔連なる山
ている。 （1/8）〕

・点画の筆圧やリズムを擬態語で示している。 ・６年：湖、旅行、中秋の名月、あられ、希望、<追い求めて
・点画のつながりを示すため、穂先の動きを細線で示してい いるうちに、不意に夢は実現するものだ。「海のいのち」よ
る。 り>、新たな世界、伝統を守る（1/8）、〔深い友情（1/8）〕

・穂先の向きをイラストや写真で示している。 ○その他
・１、２年の巻末で水書を紹介し、水書シートが付いている。

○姿勢、筆記具（選択を含む） ○日常生活や学習活動に生かす工夫
・写真と合い言葉で正しい姿勢を示している。 ・日記、ノート、観察カード、メッセージ、原稿用紙、手紙、
・様々な筆記具を示し、様々な目的や状況に合わせた書き方 都道府県名、作品作りを教材に取り上げている。
を例示している。 ・３～６年には俳句、短歌、文語詩の硬筆教材がある。

○字形、組立て ○毛筆教材で取り扱っている文字（下線は原寸大、〔〕は選択、
・点画の始筆・終筆の位置を示すため、１マスを４分割して <>は小筆教材）

11 それぞれに名称を付けて説明している。 ・３年：二、木、月、<三年 川田友一>、ビル、つり、山 里、
・字形の特徴を示すため、文字の外形を色分けして示してい お正月（1/8）

学図 る。 ・４年：元気、友、左右、明星、果物、ます、美しい心（1/8）
○用紙全体との関係、文字の大きさと配列 ・５年：道、あこがれ、飛ぶ、平和、考える子、大切な命
・半紙に二行書きする教材では、氏名のスペースを設けてい （1/8）
る。 ・６年：風、思いやり、固い約束、実りの秋、夢の実現（1/8）、

○穂先の動き、筆圧、点画のつながり 栄光（行書）
・穂先の通り道の理解を容易にするため、穂先の動きを細線 ○その他
で示している。 ・１、２年では水筆を紹介するページがある。

・穂先の向きをイラストや写真で示している。



国語科（書写）

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

〇姿勢、筆記具（選択を含む） ○日常生活や学習活動に生かす工夫
・写真と合い言葉で正しい姿勢を示している。 ・手紙、はがき、メモ、ノート、竹取物語、枕草子等を教材に
・裏表紙に鉛筆の持ち方の写真を掲載している。 取り上げている。
〇字形、組立て ○毛筆教材で取り扱っている文字（下線は原寸大、〔〕は選択、
・字形や文字の組み立て方を示すため、外形や偏旁等を色分 〈〉は小筆教材）
けして示している。 ・３年：二、土、大、力、つり、ビル、光、正月、〈三年〉、友

・点画の始筆・終筆の位置を示すため、１マスを４分割して だち（1/8）
17 それぞれに名称を付けて説明している。 ・４年：花、左右、はす、林、笛、〔土地〕、〔岩山〕、平和、

〇用紙全体との関係、文字の大きさと配列 〈四年〉、美しい空（1/8）
教出 ・漢字と仮名、漢字と漢字の大きさを考える教材を示してい ・５年：草原、道、成長、白雲、登る、あこがれ、考える子、

る。 初春、世界の国（1/8）、〈賀正〉、〈五年〉
〇穂先の動き、筆圧、点画のつながり ・６年：歩む、湖、思いやり、〈この道や行く人なしに秋の暮〉、
・穂先の通り道を示すため、朱墨と薄墨の２色で点画を示し 〈六年〉、〔実現〕、〔夢〕、〔仲間〕、〔友情〕、旅立ちの時、理
ている。 想、伝統を守る（1/8）

・点画のリズムを擬態語で示している。 ○その他
・点画のつながり、穂先の動きと向きを示すため、連続写真 ・１年では巻末で水書を紹介するとともに、水書シートが付い
や点線、イラストを用いて示している。 ている。

○姿勢、筆記具（選択を含む） ○日常生活や学習活動に生かす工夫
・準備体操として「しょしゃ体操」を、また、写真と合言葉 ・他教科等とつながりのあるページにマークを付けている。
で正しい姿勢を示している。 ・数字、ローマ字、手紙、原稿用紙、リーフレット、新聞、メ

・５、６年では、様々な筆記具の特徴を取り上げ、読みやす モ、連絡帳を教材に取り上げている。
く書くための方法を示している。 ○毛筆教材で取り扱っている文字（下線は原寸大、<>は小筆教

○字形、組立て 材）
・字形や文字の組み立て方を示すため、外形を線で囲んでい ・３年：二、土、日、木、小、元、つり、正月、友だち（1/8）、

38 る。また、偏旁等の組合せを色分けして重ねたり、悪い例 水玉、はつ春、ゆめ
を示したりしている。 ・４年：林、原、雲、左右、麦、はす、白馬、出発、明るい心

光村 ○用紙全体との関係、文字の大きさと配列 （1/8）、大地、美しい空、明るい心
・５、６年では、用紙の大きさに対する文字の大きさや配列 ・５年：ふるさと、成長、道、友達、読む、飛行、希望、新し
について、様々な例を示し、用途に合った配列を考えさせ い風（1/8）、近づく春、平和な国（1/8）、新しい風
る教材を設けている。 ・６年：きずな、<きずなを深める>、快晴、<さみだれをあつ

○穂先の動き、筆圧、点画のつながり めて早し最上川>、湖、街角、感謝、将来の夢（1/8）、旅立
・穂先の通り道を示すため、朱墨と薄墨の２色で点画を示し ちの朝、銀河、ゆずり葉、進む勇気（1/8）、将来の夢
ている。 ○その他

・点画、筆圧、運筆を「トン・スー・トン」など擬態語を用 ・１年では水筆を紹介するページがあり、巻末に水書シートが
いて示している。 付いている。



国語科（書写）

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○姿勢、筆記具（選択を含む） ○日常生活や学習活動に生かす工夫
・写真と合言葉で正しい姿勢を示している。 ・全学年で、「言葉の窓」「国語の広場」「生活と書写」のペー
・５、６年では、目的に応じた筆記具の選択について考える ジを設け、関連を図っている。
課題を設定している。 ・絵日記、観察記録、原稿用紙、連絡帳、手紙、学習新聞、都

○字形、組立て 道府県名、掲示物、メモ等を示している。
・字形や文字の組み立て方を示すため、外形を点線で囲み、 ○毛筆教材で取り扱っている文字（下線は原寸大、<>は小筆教
背景や偏旁、中心線を色分けしている。 材）

・様々な字形の例を示し、対比して考える場面を設けている。・３年：一二、川、日、人、小、ビル、式、つり、水玉、正月、
116 ○用紙全体との関係、文字の大きさと配列 生きる力（1/8）

・６年では、様々な配列の例を示し、配列よく書く方法を考 ・４年：光、友、左右、土地、竹笛、はす、白馬、歩み、平和、
日文 えさせる教材を設けている。 元気な声（1/8）

○穂先の動き、筆圧、点画のつながり ・５年：春、道、成長、もえぎ、読む、実りの秋、出発、前進、
・穂先の通り道を示すため、朱墨と薄墨の２色で点画を示し わらべ歌、美しい空、心を聞く（1/8）
ている。 ・６年：仲間、湖、飛ぶ、<名月や池をめぐりて夜もすがら>、

・「ぴたっ」「すうっ」といった擬態語やイラスト、写真を用 夕やけ雲、永遠、世界、伝統文化、豊かな心、希望の朝
いて運筆、筆圧、穂先の動きを説明している。 （1/8）

・１年のひらがな表では、点画のつながりを矢印や記号で示 ○その他
している。 ・１、２年では水書を紹介するページがあり、水書シートが付

いている。



社 会

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総
生地 働現 歴 そ 地 統 年 図 文 イ 注 表 学

ペ 活理 き代 史 の 図 計 表 版 献 ン 釈 現 習
的 と社 と 他 資 資 ・ タ ・ 活 のー

環 人会 人 料 料 読 ビ 用 動 ス 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 境 々の 々 み ュ 語 例 キ

ジ と の仕 の 物 解 ルー
番号・略称 人 生組 生 資 説

々 活み 活 料
の や

３年 150 30 86 22 12 45 ８ ２ 280 ０ 23 38 28 21 ・ＡＢ判３､４年１冊、５､６年上下巻２分冊。
・系統的に学習技能を習得するための｢まなび

２ ４年 182 60 68 40 14 66 16 11 334 ０ 39 52 22 18 方コーナー｣を設定している。
・見開きに社会的な見方・考え方を働かせる

東書 ５年 276 102 154 20 112 110 ４ 594 27 63 79 28 27 手立てとなる問いを配置している。
・情報をウェブページで閲覧できるよう、「Ｄ

６年 288 106 156 26 69 44 31 663 77 20 95 45 23 マーク｣を配している。

３年 178 38 86 32 22 41 10 ２ 290 ４ 56 29 38 35 ・ＡＢ判各学年１冊。
・系統的に学習技能を習得するための｢学びの

17 ４年 224 74 90 48 12 61 34 11 373 12 79 57 53 23 てびき」のコーナーを設定している。
・見開きに社会的な見方・考え方を示唆した

教出 ５年 260 96 146 18 86 132 ８ 632 39 66 55 50 31 吹き出しを配置している。
・情報をウェブページで閲覧できるよう、「ま

６年 288 98 178 12 61 44 15 614 108 22 79 49 26 なびリンク｣を配している｡

３年 160 34 82 32 12 45 19 １ 331 ４ 40 27 34 28 ・ＡＢ判各学年１冊。
・系統的に学習技能を習得するための｢学び方

116 ４年 198 52 82 54 10 77 26 ６ 466 13 53 74 27 24 ・調べ方コーナー」を設定している。
・見開きに社会的な見方・考え方を働かせる

日文 ５年 282 104 170 ８ 95 147 ３ 575 13 70 65 39 16 手立てとなる問いを配置している。
・情報をウェブページで閲覧できるよう、「デ

６年 278 82 180 16 75 46 25 598 67 24 95 48 ９ ジタルマーク｣を配している。



社 会

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○情報を生かして発展する産業の学習事例 ○問題解決的な学習について
・販売情報や顧客情報を管理し、商品開発やサービス提供 ・各学年の最初の単元に、学習の進め方を示した上で、各
に生かすコンビニエンスストアを主に取り上げている。 単元で「つかむ」「調べる」「まとめる」「いかす」とし

○我が国の政治の働きについての学習事例 て、問題解決的な学習過程を示している。
・川口市の子育て支援の制度、気仙沼市の東日本大震災か ○言語活動の充実を図る工夫について
らの復興、富山市の路面電車による地域の活性化の取組 ・学習成果をまとめる場面を小単元の終末に設け、児童の

２ を事例として取り上げ、選択できるようにしている。 ノートやセリフ、話合いの様子といった言語活動の具体
○グローバル化する世界と日本の役割についての学習事例 例を掲載している。

東書 ・日本とつながりの深い国々として、アメリカ、中国、韓 ○人権の尊重について
国、サウジアラビアを取り上げている。 ・基本的人権に関する取組を学習するために、尼崎市の「じ

・日本の国際協力について学習するために、国際連合や青 んけんスタディツアー」の事例を取り上げている。
年海外協力隊、ＮＧＯを取り上げている。 ○公民としての資質・能力の基礎の育成について

○自然災害から人々を守る活動の学習事例 ・公民的資質の基礎となる社会参画する資質や能力を育て
・過去に静岡県で起きた地震を事例として取り上げ、自助、 るために、自分たちの市の発展や国土の環境保全等につ
共助、公助の考え方に基づき、自分たちにできることを いて考える学習を通して、その解決に向けて社会への関
考える場面を設定している。 わり方を選択・判断する場面を設定している。

○情報を生かして発展する産業の学習事例 ○問題解決的な学習について
・ＰＯＳシステムにより販売情報を管理し、仕入れに生か ・各学年の巻頭に学習の進め方を示した上で、各単元で「つ
すスーパーなどのチェーン店を主に取り上げている。 かむ」「調べる」「まとめる」「つなげる」として、問題

○我が国の政治の働きについての学習事例 解決的な学習過程を示している。
・世田谷区の子育て支援の制度、釜石市の東日本大震災か ○言語活動の充実を図る工夫について
らの復興、札幌市の雪を生かした地域の活性化の取組を ・学習問題の設定や解決の場面で児童が話し合ったり、調

17 事例として取り上げ、選択できるようにしている。 べたことをまとめたりする言語活動の具体例を掲載して
○グローバル化する世界と日本の役割についての学習事例 いる。

教出 ・日本とつながりの深い国々として、アメリカ、中国、ブ ○人権の尊重について
ラジル、サウジアラビアを取り上げている。 ・多様な人々が共生する社会について学習するために、車

・日本の国際協力について学習するために、世界で活躍す いすラグビー選手の生活の様子を取り上げている。
る日本人やユニセフ、国際連合を取り上げている。 ○公民としての資質・能力の基礎の育成について

○自然災害から人々を守る活動の学習事例 ・社会への関わり方を選択・判断する力を高められるよう
・過去に静岡県で起きた地震を事例として取り上げ、自助、 に、これからの市の発展について考えたり、国土の環境
共助、公助の考え方に基づき、自分たちにできることを 保全について自分たちにできることを考え選択・判断し
考える場面を設定している。 たりする場面を設定している。



社 会

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○情報を生かして発展する産業の学習事例 ○問題解決的な学習について
・気象情報を活用して商品の需要予測を行うサービスを主 ・各単元で児童の発話形式により学習問題を提示し、予想
に取り上げている。 を立てる場面を設定したり、学習計画例を示したりして、

○我が国の政治の働きについての学習事例 問題解決的な学習過程を示している。
・足立区の子育て支援の制度、広島市の豪雨災害からの復 ○言語活動の充実を図る工夫について
興、水俣市の環境に配慮した地域の活性化の取組を事例 ・学習のまとめをする場面では、児童のノートや学習カー

116 として取り上げ、選択できるようにしている。 ドの例などによる児童の言語活動の具体例を掲載してい
○グローバル化する世界と日本の役割についての学習事例 る。

日文 ・日本とつながりの深い国々として、アメリカ、中国、ブ ○人権の尊重について
ラジル、韓国を取り上げている。 ・基本的人権の保障の広がりについて学習するために、い

・日本の国際協力について学習するために、国際連合やユ じめ防止運動や中学校夜間学級の事例を取り上げている
ニセフ、青年海外協力隊を取り上げている。 ○公民としての資質・能力の基礎の育成について

○自然災害から人々を守る活動の学習事例 ・公民的資質の一要素である、よりよい社会の形成に参画
・過去に東京都で起きた水害を事例として取り上げ、自助、 する資質や能力の基礎を培うため、これからの市の発展
共助、公助の考え方に基づき、自分たちにできることを や食料生産の在り方などについて選択・判断する場面を
考える場面を設定している。 設定している。

｡



社会（地図）

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 基本図 基本図ペー
地 主 巻 索 そ 写 ジにある図 国

ペ 図 題 日 日 大 日 世 大 末 の 真 や資料 旗
の 図 本 本 都 本 界 陸 統 引 他 資 掲 使用上の便宜・編集上の工夫等ー

学 全 地 市 周 全 別 計 料 主 鳥 資 載
発行者の び 図 域 周 辺 図 図 資 掲 題 瞰 国

ジ 方 図 辺 図 料 載 図 図 数
番号・略称 図 数 数 数 料

・歴史的事象を青地に白抜き文字で表し、世
界遺産は、文化遺産を紫色の記号のみ、自
然遺産を緑色の記号のみで表し、ラムサー
ル条約登録湿地には、青色の記号を付けて

２ いる。
102 10 21 ５ 20 13 ２ ３ 12 ６ 10 ０ 72 １ ０ １ 197 ・縮尺は、ものさしで示している。

東書 ・地図は濃い色調で、土地や海底の高低差を
色分けによって表している。

・ユニバーサルデザインによるフォントを使
用している。

・情報をウェブページで閲覧できるよう、「Ｄ
マーク｣を配している。

・歴史的事象を青地に白抜き文字、世界遺産
は緑地に白抜き文字で表し、文化遺産と自
然遺産を記号で区別している。ラムサール
条約登録湿地には、青色の記号を付けてい

46 る。
120 14 24 10 22 20 ２ ３ 12 ３ ９ １ 66 ０ ４ ６ 197 ・縮尺は、数直線で示している。

帝国 ・地図は淡い色調で、土地や海底の高低差を
色分けによって表している。

・ユニバーサルデザインによるフォントを使
用している。

・情報をウェブページで閲覧できるよう、二
次元コードを配している。



社会（地図）

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○構成上の特徴 ○主題図
・イラストによる世界地図→47都道府県図→日本周辺図→日 ・「日本の自然」「日本の産業」「日本の貿易」「日本の歴史」「日
本全図→日本地域図→大陸別図→世界全図の順に配置して 本の歴史と文化」「日本の自然災害」の主題図を掲載してい
いる。 る。

・日本地域図では、その地図の示す位置や範囲が国土のどの ○自然災害と防災について
位置にあるのかを、「この地図の位置」で示している。 ・日本の自然環境と災害を考える学習をするために、折込みを

・５ページにわたって日本全図を掲載している。 用いて３ページを割り当て、北方領土から南西諸島までの日
２ ・３年からの使用に対応し、10ページにわたって「まちを上 本列島全図に、日本で起きた主な自然災害について、その分

からながめてみよう」「地図帳の使い方」「地球儀を使って 布を示すとともに写真を掲載している。
東書 調べる」などを載せている。 ○統計資料

・地図上の１㎝の実際の距離を示している。 ・世界の統計については、２ページを割り当て、主題図を２つ
○世界地図 下部に掲載している。日本の統計については、都道府県別の
・巻頭には、地域の特徴をイラストで示している。巻末には 13項目を掲載している。日本と世界の山や川などの統計や日
日付変更線を越える場合の説明を付記し、時差による生活 本の各地の気温と降水量の資料を掲載している。
の違いをイラストで示している。 ○索引

・大陸別図では、ユーラシア大陸と北極が見渡せる地図を掲 ・「日本」と「世界」に分けて示している。都道府県名と県庁
載している。 所在地名は赤太字で示し、首都名には赤色記号を付けている。

○構成上の特徴 ○主題図
・イラストによる世界地図→日本の概観図→日本全図→日本 ・「日本の自然のようす」「日本の自然災害と防災」「日本の産
周辺図→日本地域図→大陸別図→47都道府県図→世界全図 業のようす」「日本と世界の結びつき」「日本の歴史と世界文
の順に配置している。 化遺産」の主題図を掲載している。

・日本地域図では、その地図の示す位置や範囲が国土のどの ○自然災害と防災について
位置にあるのかを、「位置」で示している。 ・４ページを割り当て、日本で起きた主な自然災害の主題図の

・10ページにわたって日本全図を掲載している。 他に、主な台風の進路、世界の地震の分布図、主な自然災害
46 ・３年からの使用に対応し、14ページにわたって「まず学校 の年表を掲載している。また、防災に関する学習をするため

を上から見てみよう」「地図のやくそく」「地図帳の使い方」 に、防災マップの具体的な作り方を掲載している。
帝国 「地球儀を使おう」などを載せている。 ○統計資料

・地図上の１㎝の実際の距離を示している。 ・世界の統計について、１ページで掲載している。日本の統計
○世界地図 については、都道府県別の20項目と34の帯グラフを掲載して
・巻頭には、14か国の民族衣装、挨拶等を示している。また、 いる。
国名や一部のイラストに英語を付記している。巻末には、 ○索引
時差による生活の違いを吹き出しで示している。 ・「日本の部」と「世界の部」に分けて示している。県庁所在

・大陸別図では、アジアとオセアニア、ヨーロッパとアフリ 地名と国名は赤字、都道府県名は赤太字、歴史地名と首都名
カを見渡せる地図をそれぞれ掲載している。 は青字、世界文化遺産と世界自然遺産は緑字で示している。



デ
ー
タ
の
活
用

算 数

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

主に内容の 主に内容の 特 数 発
項目 総 理解 習熟と活用 設 学 展

教 的 的
ペ 数 図 測 ま 特 目 巻 材 活 な

と 定 と 設 次 末 ・ 動 学ー

計 め ・ ・ 折 選 例 習 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 算 形 変 の 選 解 り 択 の の
番号・略称 ジ 化 問 択 答 込 教 数 問

と 題 教 等 み 材 題
関 材 等 の
係 等 の 数

数

１年 178 124 ９ 17 ３ ４ 14 ５ ２ 36 30 ０ ・Ｂ５判（１年上巻のみＡ４判）。１～５年は上下巻分冊。
６年は合冊。

２年 260 121 16 30 ３ ５ 63 14 ８ 137 18 １ ・５、６年に、「プログラミングを体験しよう！」を設けて
いる。

２ ３年 300 124 23 27 13 ５ 80 16 12 172 17 ４ ・２年以上の巻末に、学習内容を振り返ったり調べたりでき
るように、索引「ふりかえりコーナー」を設けている。ま

東書 ４年 324 116 64 ６ 13 ５ 94 18 ８ 263 14 ６ た、学習活動に活用できる切り取り教具を付けている。
・全学年において、数学的な見方・考え方を可視化するため

５年 312 66 74 36 14 ５ 96 17 ４ 249 24 ５ に「虫眼鏡」のマークを付けている。
・教科書の内容と関連したデジタルコンテンツを活用するた

６年 282 47 49 42 27 ８ 92 13 ４ 204 16 ７ め、表紙裏ページにＵＲＬと二次元コードを示している。

１年 177 122 10 17 4 8 10 ２ ４ 46 39 ０ ・Ｂ５判。
・全学年に、「プログラミングにちょうせん！」を設けてい

２年 243 124 17 37 7 21 24 ７ ６ 172 21 ０ る。
・巻頭に、学習の進め方をまとめた「算数まなびナビ」を設

４ ３年 263 142 38 15 15 8 32 ７ ６ 194 23 12 けて、学習の流れを示している。
・２年以上の巻末に、考え方をまとめるためのシートを付け

大日本 ４年 287 124 69 14 18 12 37 ７ ６ 223 21 18 ている。
・各単元の「じっくり深く学び合おう！」に、イラストや写

５年 289 74 81 39 24 14 42 ７ ８ 241 26 22 真を用いて授業の流れを示している。

・タブレット、スマートフォンを紙面にかざすことで３Ｄ映
６年 269 51 49 34 28 24 70 ９ ４ 259 25 28 像や動画が見られるコンテンツを設けている。



デ
ー
タ
の
活
用

算 数

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

主に内容の 主に内容の 特 数 発
項目 総 理解 習熟と活用 設 学 展

教 的 的
ペ 数 図 測 ま 特 目 巻 材 活 な

と 定 と 設 次 末 ・ 動 学ー

計 め ・ ・ 折 選 例 習 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 算 形 変 の 選 解 り 択 の の
番号・略称 ジ 化 問 択 答 込 教 数 問

と 題 教 等 み 材 題
関 材 等 の
係 等 の 数

数

１年 200 122 ９ 14 ４ ５ 30 ８ ８ 104 35 ０ ・ＡＢ判。１～５年は上下巻分冊。６年は合冊。
・全学年に、プログラミング的思考に関する内容「すじ道

２年 292 136 23 45 ９ ４ 59 10 ６ 152 55 １ を立てて考えよう」を設けている。
・巻末に、切り取り教具や索引を付けている。

11 ３年 306 123 30 49 16 ６ 62 14 ６ 191 88 ５ ・６年の別冊「中学校へのかけ橋」は、前半が算数の総復
習「算数で見つけた考え方」、後半が中学校で学習する内

学図 ４年 330 131 62 23 24 ６ 64 14 ６ 168 70 ３ 容「中学校へのかけ橋」となっている。
・２年以上の上巻に、記号の使い方や、学習の進め方など

５年 338 90 75 50 23 ７ 65 14 14 185 91 ５ の「３つの学び方で学習を進めよう」を設けている。
・単元末に「できるようになったこと」や二次元コードに

６年 298 55 50 33 32 ８ 10 11 ２ 80 56 19 よって使用できる「復習」を設けている。

１年 182 111 15 16 ４ 20 11 １ ４ 68 56 ３ ・Ｂ５判。１、５、６年は合冊。２～４年は上下巻分冊。
・５年に、「プログラミングにちょう戦しよう」を設けてい

２年 284 134 22 38 ５ ８ 55 12 10 143 39 ５ る。
・巻末に、切り取り教具や索引を付けている。

17 ３年 302 142 28 32 17 ９ 58 14 ２ 180 19 ２ ・共有したい考え方や学習のねらいの例を「はてな？」「な
るほど！」「だったら！？」のマークで示している。

教出 ４年 350 129 72 16 26 10 79 16 ２ 216 18 ７ ・２～６年に、授業の流れに沿ったノートの書き方を例示
する「友だちのノートを見てみよう」を設けている。

５年 310 74 84 42 22 11 65 ８ ４ 204 14 ２ ・教科書の内容と連動し、シミュレーションや動画などを使
って学習が進められるようにデジタルコンテンツ「まなび

６年 276 50 54 31 34 26 70 ９ ２ 208 15 20 リンク」を設けている。



デ
ー
タ
の
活
用

算 数

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

主に内容の 主に内容の 特 数 発
項目 総 理解 習熟と活用 設 学 展

教 的 的
ペ 数 図 測 ま 特 目 巻 材 活 な

と 定 と 設 次 末 ・ 動 学ー

計 め ・ ・ 折 選 例 習 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 算 形 の 選 解 り 択 の の
番号・略称 ジ 変 問 択 答 込 教 数 問

化 題 教 等 み 材 題
と 材 等 の
関 等 の 数
係 数

１年 178 109 11 13 ２ 20 16 ２ ５ 27 13 ２ ・Ｂ５判。１、５、６年は合冊、２～４年は上下巻分冊。
・１年と３～６年に、プログラミング的思考に関する内容を

２年 296 115 24 38 ６ 34 59 10 10 158 27 １ 設けている。
・巻頭に「教科書の使い方」「学習の進め方」「わくわく算数

61 ３年 302 134 24 26 16 36 50 10 ６ 188 13 ３ 学習」「わくわく算数ノート」を設けている。また、問
題解決の学習の道筋として、各単元に「めあて」や「まと

啓林館 ４年 320 114 64 23 12 25 65 12 ５ 207 14 ２ め」を設けている。
・巻末の「学びのサポート」に、「算数資料集」を設け、「わ

５年 304 74 68 42 18 15 72 ９ ６ 214 26 １ かりやすい説明の仕方」「図のかき方」「算数でよく使う考
え方」を示している。

６年 300 44 54 42 24 46 69 15 ６ 161 16 ６ ・紙面に二次元コードを掲載している。

１年 200 133 13 17 ４ ８ 16 ５ ４ 16 62 ２ ・Ｂ５判。１～５年は上下巻分冊。６年は合冊。
・デジタル教材を活用するための「パソコンマーク」を掲載

２年 290 121 17 36 ３ ７ 80 16 10 181 42 ６ し、５年に「プログラミングを体験しよう」を設けている。
・２～６年の巻頭に、「さあ、算数の学習をはじめよう」を

116 ３年 302 119 23 24 17 ７ 87 15 10 198 35 ７ 設定し、学習の進め方やノートの書き方を示している。
・２～６年の上巻巻末付録に「学び方ガイド」「算数で使い

日文 ４年 332 120 65 ９ 19 ７ 89 15 ８ 236 20 ６ たいことば・考え方」を設けている。
・苦手やつまずきを克服するために「わかっているかな？」

５年 324 70 77 30 19 ７ 97 14 10 197 20 １ や「まちがいやすい問題」を設けている。
・２年以上に、個に応じた学習ができるように、「算数マイ

６年 286 43 50 31 24 14 11 ９ ４ 178 15 15 トライ」を設けている。



算 数

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫 ○算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養うた

・小数の乗除計算や、「割合」「速さ」の単元において、デジ めの工夫

タルコンテンツを設けている。 ・次の学習につなげるために、見通しをもつ手立てとなる学習感想

・次単元の準備となる問題内容として、「じゅんび」を設定 例「算数マイノートを学習に生かそう」を掲載している。

している。 ○現代的な諸課題への対応

２ ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ・４年以上で、国際理解の深化、防災意識の向上などのテーマを中

・各単元の導入に、日常の場面や既習事項を取り上げ、主体 心とした「算数で読みとこう」を設け、実際のデータを数学的に

東書 的な学びのきっかけとするための「単元プロローグ」を設 読解・解釈したり考察し判断したりする活動を取り入れている。

定している。 ○単元等の配置・構成

・各単元末「つないでいこう 算数の目」の脚注において、 ・１つの学期に理解が困難な内容が集中したり、低・中学年で同一

学習を振り返り、次の学習へのつながりを例示している。 領域の内容が連続したりしないように配列している。

また、「今日の深い学び」では、側注で学習の過程や結果 ・習熟に時間を要する内容やスパイラルに学習することが有効な内

の振り返りを示している。 容について、２つの単元に分けて段階的に取り扱っている。

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫 ○算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養うた

・適用問題を掲載するとともに、巻末補充問題「プラス・ワ めの工夫

ン」を全単元にわたって設定している。 ・家庭学習に生かすためのページ「おうちで算数」を１～３年で設

・前の学年までの学習内容を図などを使ってまとめた「４年 けている。また、「ふくろう先生のなるほど算数教室」を３～６年

までのまとめ」を設定している。 で設けている。

４ ・各学年１冊にし、既習事項の振り返りをするためのリンク ○現代的な諸課題への対応

マークを付けている。 ・国際理解、伝統文化、防災教育やオリンピック・パラリンピック

大日本 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 を題材とした問題を掲載している。

・巻頭の「算数まなびナビ」において、ペア・グループ学習 ○単元等の配置・構成

を含めた対話的な学びの方法やノートの書き方を例示して ・２～６年の目次に、系統性を意識するために、各単元に関連する

いる。 既習の学習内容や今後の学習内容を記載している。

・各単元の「じっくり深く学び合おう」では、多様な解決方 ・２年以上に、学習のめあてを設定している。また、既習事項を振

法を比較検討して話し合う活動を設定している。 り返りやすくするために、領域別に単元のカラーを設定している。



算 数

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫 ○算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養うた

・本文の側注で課題を解決するために既習内容を確認した めの工夫

り、新しい考え方を使う場面でキャラクターを示したり ・２年以上で、主体的な学びのきっかけとなるよう「知りたいな」「た

している。 しかめたいな」などと児童の視点に立った言葉を文頭に入れてい

・学習で使用する用具の使い方を、スモールステップの連 る。

11 続写真で示している。 ○現代的な諸課題への対応

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ・環境、国際理解、安全・防犯・防災、伝統文化、道徳教育に関す

学図 ・２年以上の単元の導入で、これから学習する内容を、イ る内容などを教材に取り上げている。

ラストで示している。 ○単元等の配置・構成

・他者との対話が想定される場面では、２人又は４人で話 ・導入では、イラストを用いたストーリーで、生活の場面から素材

し合っているイラストを示している。 を提示している。

・これまでに学習した内容を「ふりかえよう つなげよう」・６年別冊の「算数で見つけた考え方」に、６年間の学習の考え方

として領域ごとにまとめている。 をまとめている。

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫 ○算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養うた

・単元のまとめでは、つまずきが見られやすい問題につい めの工夫

て「考えるヒント」を掲載している。 ・巻末の「広がる算数」に、児童の興味・関心を刺激し、自ら学習

・脚注コラム「よくあるまちがい」に、誤答例を示してい を広げるための探究的な課題を掲載している。

る。 ○現代的な諸課題への対応

17 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ・環境、防災・安全、福祉、オリンピック・パラリンピックなどを

・巻頭「算数をはじめよう！」で問題解決のプロセスを示 教材に取り上げている。

教出 すとともに、学び合いの場面で使う言葉を示している。 ・デジタルコンテンツを活用し、作業の手順を示す動画にリンクす

・問題発見・解決の過程を「はてな？」「なるほど！」「だ る「まなびリンク」を設けている。

ったら！？」の吹き出しで示している。 ○単元等の配置・構成

・各学年に、主体的・対話的で深い学びのモデルとなる授 ・単元の間に「ふくしゅう」を、学年末には「学年のまとめ」を設

業展開例を掲載している。また、多様な考えを取り上げ けている。また、家庭学習にも活用できる「ステップアップ算数」

るために学びを深める問いを示している。 を設けている。



算 数

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫 ○算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養うた

・巻末の「じゅんび」に、単元の学習に関する既習事項を めの工夫

示している。 ・６年の「ひろがる算数」で、算数が様々な職業につながっている

・短時間学習で取り扱うための「練習」や「復習」を設け ことが実感できる内容を紹介している。

ている。 ○現代的な諸課題への対応

61 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ・「みらいへのつばさ」で、健康、環境保全、食育、国際協力、防

・巻頭「学習の進め方」で学習の流れを示し、「わくわく 災に関する内容などを題材に取り上げている。

啓林館 算数学習」で、話合いの場面を設けている。 ○単元等の配置・構成

・「図を使って考えよう」の単元等で、図の見方やかき方 ・「巻頭」を学びのナビケーション、「巻末」を学びのサポートとし

を扱い、巻末の算数資料集に「図のかき方」を掲載して て示している。

いる。 ・各単元を、左ページから始めている。また、単元の導入において、

・既に学習した方法と同じように考えを進めていく場面に 児童が見通しをもつための「みんなで学ぼう」で、課題設定文を

「自分の力で」マークを付けている。 示している。

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るための工夫 ○算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養うた

・新しい単元に入る前に、これから学習する内容の基にな めの工夫

る既習事項を確認する「次の学習のために」を設けてい ・「Hello Math」では、作業的・体験的な活動や学習したことを実

る。 際の場面に活用する活動を扱っている。

・巻末の「…までに学習したこと」では、当該の学年で学 ・４年以上の巻末にある「活用」で、複数の単元や領域を結び付け

116 習するのに必要な既習内容のうち、児童のつまずきやす た問題を扱っている。

い内容、間違いが多い内容を取り上げている。 ・２年以上の下巻末にある「算数アドベンチャー」で、探究的な問

日文 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 題を設けている。

・２年以上の上巻末の付録に「学び方ガイド」を設けてい ○現代的な諸課題への対応

る。 ・伝統文化、国際理解に関する内容などを教材に取り上げている。

・問題解決型の学習過程を、側注を用いて具体的に示した ○単元等の配置・構成

「自分でみんなで」を各学年に設定している。 ・巻頭、本編、巻末の構成で内容を配列し、関連コラムなどを配置

・１時間の学習の板書例が示されている。 している。



理 科

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総
Ａ Ｂ そ 実 観 も 発 読 単 安

ペ 物 生 の 験 察 の 展 み 元 全
質 命 他 の の づ 的 物 の 面ー

・ ・ 例 例 く な 資 ま の 使用上の便宜・編集上の工夫等
エ 地 示 示 り 内 料 と 配

ジ ネ 球 数 数 例 容 め 慮
発行者の ル 示 ・
番号・略称 ギ 数 注

意ー

３年 182 60 84 38 15 17 ６ ２ 11 14 30 ・Ａ４判。
・巻頭に１年間で学ぶ内容を見通せるページを、巻末に

４年 216 68 111 37 16 19 ２ ４ 21 16 46 １年間で身に付けた資質及び能力を振り返るページを
設けている。

２ ５年 188 51 100 37 15 ９ ２ ５ 21 14 27 ・既習の内容をまとめたり、活用して概念化を図ったり
することができるよう、４～６年では「学びをつなご

東 書 ６年 226 74 116 36 23 ５ ３ ６ 36 14 47 う」を掲載している。
・５、６年において、単元導入では「学ぶ前の私」を、
単元末では「学んだ後の私」をそれぞれ掲載している。

・巻末資料では、「理科の調べ方を身につけよう」を掲
載し、ノートの書き方や話合いの仕方を示している。

３年 199 90 82 27 15 13 14 19 24 ７ 24 ・ＡＢ判。
・巻頭や各単元で、児童が意識して学習できるよう、各

４年 225 78 118 29 17 24 ６ 29 25 ９ 48 学年で育成を目指す問題解決の力を示すマークとして、
「★」印を付けている。

４ ５年 193 52 114 27 17 ４ ２ 23 29 11 29 ・言語能力の育成を図るため、巻頭に「話合いのしかた」
を、巻末に「理科のノートの書き方」をそれぞれ掲載

大日本 ６年 227 74 120 33 19 ４ ３ 13 27 10 39 している。
・観察や実験では、器具の操作について掲載した「ポイ
ント」をマークを付けて示している。

・巻末では、得られた知識を確実に習得するよう、「学
びをリンク！」を掲載している。



理 科

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総
Ａ Ｂ そ 実 観 も 発 読 単 安

ペ 物 生 の 験 察 の 展 み 元 全
質 命 他 の の づ 的 物 の 面ー

・ ・ 例 例 く な 資 ま の 使用上の便宜・編集上の工夫等
エ 地 示 示 り 内 料 と 配

ジ ネ 球 数 数 例 容 め 慮
発行者の ル 示 ・
番号・略称 ギ 数 注

意ー

３年 182 83 74 25 17 18 13 21 16 14 23 ・ＡＢ判。
・表紙には３人の科学者の写真を、裏表紙には各科学者

４年 206 72 109 25 20 18 ７ ８ 31 15 30 の言葉をそれぞれ掲載している。
・巻頭の「科学の芽を育てよう」では、各学年で主とし

11 ５年 194 47 118 29 16 ５ ３ 10 33 18 25 て働かせる「考え方」や育成を目指す資質及び能力を
示している。

学 図 ６年 230 91 112 27 25 ６ ２ 10 40 18 49 ・巻頭には植物の観察に役立つよう、「○年生でさいば
いする植物」を掲載している。

・巻末の「調べよう 考えよう」では、ノートの記録の
仕方、話合いの仕方、図書館やインターネットでの調
べ方を示している。

３年 206 88 92 26 16 14 ８ ３ 28 13 20 ・Ａ４変型判。
・巻頭と巻末に、児童の興味や関心が高まるよう、学習

４年 246 80 132 34 18 16 ５ 13 38 13 61 内容に関連のある専門家の言葉「メッセージ」を掲載
している。

17 ５年 230 68 134 28 23 ４ ５ 13 52 10 30 ・巻末に、当該学年における学習と、日常生活との関連
を示す資料として、「〇〇ミニずかん」を掲載してい

教 出 ６年 240 84 128 28 22 ３ １ 12 49 10 49 る。
・実験全体を見通して構想できるよう、巻頭に「ノート
のとり方」を掲載している。

・各学年とも裏表紙に「理科の安全の手引き」を掲載し
ている。



理 科

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総
Ａ Ｂ そ 実 観 も 発 読 単 安

ペ 物 生 の 験 察 の 展 み 元 全
質 命 他 の の づ 的 物 の 面ー

・ ・ 例 例 く な 資 ま の 使用上の便宜・編集上の工夫等
エ 地 示 示 り 内 料 と 配

ジ ネ 球 数 数 例 容 め 慮
発行者の ル 示 ・
番号・略称 ギ 数 注

意ー

３年 162 79 72 11 29 21 13 ３ 28 ９ 14 ・ＡＢ判。
・巻頭の「１年間の学習」において、見通しをもって学

４年 186 70 105 11 36 26 ６ ６ 30 13 36 習を進めるための、各単元の学習時期と学習内容を示
している。

26 ５年 152 49 94 ９ 23 14 ７ ５ 19 ９ 11 ・観察・実験に関する安全上の注意マークと観察・実験
のポイントについての注意マークをそれぞれ色を分け

信 教 ６年 180 72 99 ９ 45 19 ４ ９ 30 ７ 31 て示している。
・単元末に、児童が自分の言葉で単元の学びを振り返る
ことができるよう、「まとめよう」を掲載している。

・児童が系統的に学習できるよう、単元名の背景色を４
つの領域ごとに色を分けて示している。

３年 184 72 80 32 14 15 ６ ４ 24 20 34 ・ＡＢ判。
・巻頭に、動植物の観察に役立つよう、「季節ごよみ」

４年 204 68 104 32 18 16 ２ ６ 34 18 38 を掲載している。
・単元末に、児童が自分の言葉で単元の学びを振り返る

61 ５年 198 54 106 38 18 ５ ６ ８ 23 20 26 ことができるよう、「まとめノート」を掲載している。
・複数の単元で学習したことを、関連付けて考えられる

啓林館 ６年 226 72 108 46 23 ３ ４ 26 42 20 45 よう、「これまでの学習をつなげよう」を掲載してい
る。

・巻末の「理科の考え方を働かせよう」において、理科
の考え方が身に付くよう、科学者のメッセージや考え
方を紹介している。



理 科

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○問題解決的な内容 る場面を設けている。
・各単元に、問題解決の力を育成する場面で「レベルアッ ○情報活用能力を育成するための工夫
プ 理科の力」を掲載している。 ・デジタルコンテンツの活用が有効な場面にマークを付け

・理科の見方・考え方を働かせながら問題を解決すること るとともに、巻末に二次元コードを示している。
ができるよう、児童が思考する場面で「理科のミカタ」 ・プログラミングの体験を通した論理的思考力の育成を図
を掲載している。 るため、具体的な方法や手順を示すとともに、デジタル

２ ○基礎・基本の定着を図るための工夫 コンテンツを用意している。
・単元末に、「たしかめよう」として学習内容を振り返る ○自然災害との関連

東 書 問題を掲載している。 ・防災についての取組や生命を守るために判断して行動す
・巻末の「学んだことをふり返ろう!!」では、１年間で学 る力を養うよう、５、６年では「わたしたちのくらしと
習した内容や器具の使い方をまとめている。 災害」を掲載している。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○その他
・主体的に自然と触れ合い、問題意識を高められるよう、 ・他者と関わりながら自らの考えを見直し、粘り強く問題
単元の導入で「レッツ スタート！」を掲載している。 を解決しようとする態度を育成するために「○○を見直

・「学びを生かして深めよう」では、学習内容を生かして そう」を設けている。
自然現象や実社会・実生活の事象について考え、説明す

○問題解決的な内容 ○情報活用能力を育成するための工夫
・巻頭に、問題解決の力の育成が図られるよう「理科の学 ・パソコンやタブレットで活用できるデジタルコンテンツ
び方」「教科書の使い方」を掲載している。 「たのしい理科ウェブ」を活用できるよう、巻頭に二次

・自然の事物・現象から問題を見いだせるよう、単元の導 元コードを示している。
入で、キャラクターを使って「理科の見方」につながる ・プログラミングの体験を通した論理的思考力の育成を図
着目点を示している。 るため、具体的な方法や手順を示すとともに、デジタル

４ ○基礎・基本の定着を図るための工夫 コンテンツを用意している。
・単元末に、習得した知識・技能の確認や定着を図るため ○自然災害との関連

大日本 「確かめよう」を掲載している。 ・災害に関する基礎的な理解を図るため、該当単元で、「防
・技能の習得を図るため、巻末に、理科器具の使い方や扱 災」マークを付け、関連する資料を示し、５年の巻末に
うときに気を付けることを示している。 「災害に備えようブック」を掲載している。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○その他
・新たに獲得した知識及び技能を活用する場面として、単 ・各単元の学習内容に関連する海外や地球規模の情報・資
元末に「学んだことを生かそう」を掲載している。 料を掲載している部分には「英語」マークを付け、英語

・日常生活との関わりを示した資料を、「りかのたまてば でも表記している。
こ」として示している。



理 科

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○問題解決的な内容 ○情報活用能力を育成するための工夫
・児童が見通しをもって学習できるよう、各ページの下部 ・プログラミングを体験する場面では、パソコンやタブレ
に、「問題をみつける→予想→観察・実験→結果→考察 ットでプログラムを作る体験ができるよう、二次元コー
→わかったこと」など、問題解決の流れを示している。 ドを示している。

・問題解決の各場面で、キャラクター同士の対話を通して、○自然災害との関連
具体的な問題解決の流れを示している。 ・児童が自らの防災について考えられるよう、該当単元で

11 ○基礎・基本の定着を図るための工夫 自然災害や防災について調べたり話し合ったりする活動
・単元末の「まとめよう」で、知識及び技能の定着を図る を掲載している。

学 図 ための問題を掲載している。 ・児童の防災意識を高められるよう、巻末の「理科室の使
・動画で実験器具の使い方を確認できるよう、巻末に二次 い方」で、地震が起きたときの対応を各学年で示してい
元コード「実験器具の使い方」を掲載している。 る。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○その他
・他者との話合いの中で自分の考えが深まっていくよう、 ・単元冒頭において、問題解決の中で身に付けさせたい単
イメージ図を使って話し合う場面を設けている。 元内容に適した資質及び能力を具体的に３つ取り上げ、

・日常生活から深い学びにつなげられるよう、「活用 学 マークを付けて示している。
びを生かそう」を掲載している。

○問題解決的な内容 より深く思考する場面を設定している。
・問題解決能力の育成を踏まえた学習の仕方を、各学年の ○情報活用能力を育成するための工夫
巻頭に「学習の進め方」として示している。 ・学習に関連する情報をウェブページで見ることができる

・疑問から検証、解決へと学習の流れを捉えやすくするた 「まなびリンク」を活用するための二次元コードを掲載
めに、キャラクターの会話を掲載している。 している。

○基礎・基本の定着を図るための工夫 ・プログラミングの体験を通した論理的思考力の育成を図
17 ・単元末に、知識の確実な定着が図られるよう、学習した るため、具体的な方法や手順を示すとともに、デジタル

基礎・基本的な内容を確認する「確かめ」を掲載してい コンテンツを用意している。
教 出 る。 ○自然災害との関連

・巻末に、１年間の学習で習得した事項を「〇年で学んだ ・児童の防災意識を高められるよう、５年の巻末に「防災
こと」として掲載している。 気象情報」を掲載している。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○その他
・自ら気付いたことを伝え合い、他者と関わり合って学べ ・各学年の学習内容と関連する事象を紹介した読み物資料
るよう、単元ごとに主人公を設定し、対話を通して学ぶ として、「科学のまど」や「広がる科学の世界」を掲載
様子を示している。 している。

・「学びを広げよう」において、獲得した知識を活用して



理 科

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○問題解決的な内容 設けている。また、日常生活との関わりをより深められ
・問題解決能力の育成を踏まえた学習方法を、巻頭に「理 るよう、「しらべてみよう」を掲載している。
科の学習の進め方」として示している。 ○情報活用能力を育成するための工夫

・各単元に、問題解決の流れを「しらべること」「問題」 ・デジタルコンテンツを活用できるよう、巻頭に二次元コ
などのマークを用いて示し、教員の問いかけや児童の発 ードを示している。
言例を示している。 ・プログラミングを体験する場面では、具体的な方法や手

26 ○基礎・基本の定着を図るための工夫 順を示している。
・単元の導入で、既習事項を振り返ることができるよう、 ○自然災害との関連

信 教 「思いだそう」を掲載している。 ・５、６年における該当単元において、自然災害について
・基本的な技能の定着を図るよう、器具の使い方を枠で囲 や災害への備え、また、減災の取組について自分たちで
んで掲載している。 調べる「調査」を設けている。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○その他
・単元の導入や考察で「？」マーク、「考えてみよう（５ ・図やグラフ、表などを用いて理解の定着を図るとともに、
年以上）」を設定し、対話による学習場面を設定してい 考えを分かりやすく伝える表現力を養うことができるよ
る。 う、「学習カード」を示している。

・自ら調べたり、考察を深めるために「やってみよう」を

○問題解決的な内容 いから自ら課題を見いだす場面を設定している。
・児童が見通しをもって学習できるよう、巻頭に、理科の ○情報活用能力を育成するための工夫
学習を「見つける」「調べる」「振り返る」として問題 ・プログラミングの体験を通した論理的思考力の育成を図
解決の流れを示している。 るため、具体的な方法や手順を示すとともに、デジタル

・各単元で、理科の見方・考え方が身に付くよう、教員の コンテンツを用意し、巻末には関連する付録がある。
問いかけや児童の発言の例を示している。 ・各学年の巻末で、ＩＣＴ機器を活用した調べ方や利用場

61 ○基礎・基本の定着を図るための工夫 面を示している。
・単元末に、学習した基礎・基本的な内容を確認できるよ ○自然災害との関連

啓林館 う「たしかめよう」を掲載している。 ・防災意識を高め、自然との共存について理解が深まるよ
・巻末では、観察・実験の技能の定着が図れるよう「器具 う、該当単元の単元末に「くらしページ」を掲載し、防
の使い方」を二次元コードと併せて掲載している。 災や減災と関連付けて扱っている。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ○その他
・単元末の「活用しよう」において、学習により獲得した ・「理科の広場」や「つなげよう」で、理科を学ぶ意義や
知識を活用してより深く思考する学習場面を設定してい 有用性を感じられるよう、身近な生活に関連した話題を
る。 紹介している。

・導入部分に「問題をつかもう」として、児童同士の話合



生 活

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 学 家 地 公 季 自 動 生 自 そ 資 吹 子 習 発
校 庭 域 共 節 然 植 活 分 の 料 き ど 慣 展
と と と 物 の や 物 や の 他 出 も や が
生 生 生 や 変 物 の 出 成 し の 技 含
活 活 活 公 化 を 飼 来 長 の 学 能 ま

共 と 使 育 事 数 習 の れ 使用上の便宜・編集上の工夫等
施 生 っ ・ の カ 習 る

発行者の 設 活 た 栽 伝 得 ペー

番号・略称 の 遊 培 え ド の ー

利 び 合 例 ペ ジ
用 い 示 ー

数 ジ

・Ａ４判。
・大判化した紙面を生かし、見通しをも

上 132 28 ７ ０ ６ 25 24 21 ９ ９ ３ 31 279 26 15 ４ って授業づくりを行える「学びのプロ
セス」を掲載している。

２ ・野外での活動に携行でき、実物大の植
物や昆虫などを掲載した「ポケットず

東書 かん」を設けている。
・生活科の学習で身に付く習慣や技能及

下 130 ４ ０ 24 ８ 15 16 19 25 16 ３ 22 346 21 29 ６ び学習を進める上で必要な学び方を掲
載した「かつどうべんりてちょう」を
巻末に設けている。

・ＡＢ判。
・児童の活動や思考を促すヒントを吹き

上 140 28 ６ ０ ２ 29 32 20 13 ２ ８ 26 336 28 28 13 出しなどを用いて示している。
・活動の中で必要に応じて図鑑として参

４ 考にできる各巻末の「がくしゅうどう
ぐばこ」や、言語能力の育成を目指し

大日本 たページ右端の「せいかつことば」な
どの資料を掲載している。

下 142 ２ ０ 20 ２ 30 18 12 26 18 14 24 308 43 14 ９ ・児童の関心や意欲を高めることができ
るよう、「たんけんカメラ」や「透明
シート」を設けている。

総

ペ

ー

ジ



生 活

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 学 家 地 公 季 自 動 生 自 そ 資 吹 子 習 発
校 庭 域 共 節 然 植 活 分 の 料 き ど 慣 展
と と と 物 の や 物 や の 他 出 も や が
生 生 生 や 変 物 の 出 成 し の 技 含
活 活 活 公 化 を 飼 来 長 の 学 能 ま

共 と 使 育 事 数 習 の れ 使用上の便宜・編集上の工夫等
施 生 っ ・ の カ 習 る

発行者の 設 活 た 栽 伝 得 ペー

番号・略称 の 遊 培 え ド の ー

利 び 合 例 ペ ジ
用 い 示 ー

数 ジ

・Ａ４変型判。
・児童の意欲を喚起できるよう、大単元

上 134 22 ８ ０ ０ 21 28 30 15 ７ ３ 26 159 38 18 20 冒頭の扉ページに写真を提示してい
る。

11 ・４人の登場人物を設定し、学習活動を
想定した対話場面を示して、ストーリ

学図 ーを展開している。
・各巻末に「学び方図かん」、単元中に

下 122 １ ０ 18 ４ 13 19 31 14 19 ３ 25 146 29 22 17 「ものしりノート」のページを設け、
学習活動に活用できる学習方法を提示
している。

・ＡＢ判。
・１つのキャラクターや２人の児童と共

上 138 25 ８ ０ １ 26 19 20 19 ９ 11 26 83 25 18 18 に学習を進めていくストーリーを展開
している。

17 ・児童の思考を整理した板書例や補助資
料をクイズ形式にしたページを設けて

教出 いる。
・各単元末に、児童が自己の満足度や学

下 138 ２ ０ 22 ３ 12 16 20 41 16 ６ 34 113 25 17 27 習した内容などを直接書き込むことが
できる振り返りのページを設けてい
る。

総

ペ

ー

ジ



生 活

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 学 家 地 公 季 自 動 生 自 そ 資 吹 子 習 発
校 庭 域 共 節 然 植 活 分 の 料 き ど 慣 展
と と と 物 の や 物 や の 他 出 も や が
生 生 生 や 変 物 の 出 成 し の 技 含
活 活 活 公 化 を 飼 来 長 の 学 能 ま

共 と 使 育 事 数 習 の れ 使用上の便宜・編集上の工夫等
施 生 っ ・ の カ 習 る

発行者の 設 活 た 栽 伝 得 ペー

番号・略称 の 遊 培 え ド の ー

利 び 合 例 ペ ジ
用 い 示 ー

数 ジ

・ＡＢ判。
・左開き、縦書き表記である。

上 128 21 ４ ０ ０ 58 ６ 28 ２ ６ ３ 12 112 15 13 18 ・季節ごとの様子の違いを視覚的に捉え
られるよう、観音開きで地域の四季の

26 移り変わりを示す「さんぽみち」のペ
ージを設けたり、「きせつのぎょうじ」

信教 を掲載したりしている。
・児童の意欲を喚起できるよう、多くの

下 104 ４ ０ 17 ４ 20 12 30 １ 13 ３ 12 124 10 16 15 ページをイラストや写真と児童の学び
につながる吹き出しのセリフで構成し
ている。

・ＡＢ判。
・児童の思考の流れに沿って教材を組み

上 149 31 ６ ０ ０ 33 ９ 29 19 16 ６ 29 187 28 13 18 立て、「ホップ」「ステップ」「ジャン
プ」の３段階で単元を構成している。

38 ・児童が作成した観察カードの活用の仕
方などを例示している。

光村 ・児童が季節の移り変わりを感じること
ができる「きせつのおくりもの」や、

下 109 １ ０ 12 ４ 12 15 21 26 12 ６ 18 148 33 16 21 生活上必要な習慣などを収録した「ひ
ろがるせいかつじてん」などの資料ペ
ージを設けている。

総

ペ

ー

ジ



生 活

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 学 家 地 公 季 自 動 生 自 そ 資 吹 子 習 発
校 庭 域 共 節 然 植 活 分 の 料 き ど 慣 展
と と と 物 の や 物 や の 他 出 も や が
生 生 生 や 変 物 の 出 成 し の 技 含
活 活 活 公 化 を 飼 来 長 の 学 能 ま

共 と 使 育 事 数 習 の れ 使用上の便宜・編集上の工夫等
施 生 っ ・ の カ 習 る

発行者の 設 活 た 栽 伝 得 ペー

番号・略称 の 遊 培 え ド の ー

利 び 合 例 ペ ジ
用 い 示 ー

数 ジ

・ＡＢ判。
・児童の思考の流れに沿って、活動の流

上 152 37 ６ ０ ２ 27 24 25 18 ７ ６ 17 258 23 31 ８ れを「わくわく」「いきいき」「ぐん
ぐん」の３段階で各単元を構成してい

61 る。
・各単元の導入で、児童の学習意欲を喚

啓林館 起できるよう、「わくわくボックス」
のページを設けている。

下 138 ３ ０ 28 ６ 12 15 21 26 20 ７ 25 209 30 30 11 ・児童の気付きが繰り返され、学びが深
まるよう、ページ右側に「めくり言葉」
を示している。

・ＡＢ判。
・インクルーシブ教育の観点から、タイ

上 144 34 ７ ０ ０ 37 22 19 ９ 10 ６ 24 176 19 23 ７ トルや学習のめあてなど、各要素を定
位置に置く紙面構成となっている。

116 ・単元内の「ポケット図かん」や巻末の
「ちえとわざのたからばこ」など、必

日文 要な知識及び技能、習慣を意識した図
鑑などの資料を掲載している。

下 136 ４ ０ 14 10 10 22 28 24 18 ６ 20 136 21 21 ９ ・板書や話合いの場面など、児童の学び
の具体例をイラストなどを用いて示し
ている。

総

ペ

ー

ジ



生 活

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・見付ける、比べる、たとえる、試す、見通す、工夫する ・活動を振り返り、気付きを多様な方法で表現する学習活

など、気付いたことを基に考えるための多様な学習活動 動を、発達の段階や特性に応じて、上下巻のそれぞれに
例を、写真や挿絵、吹き出し、表現作品などで示してい 掲載している。
る。 ○自分への気付き

２ ○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 ・自分自身や身近な人々、社会及び自然の特徴やよさ、そ
・適切なスタートカリキュラムが編成できるよう、「どき れらの関わりなどに気付いている児童の姿が、挿絵や吹

東書 どきわくわく１ねんせい」に学習活動を掲載している。 き出しなどで具体的に示されている。
・中学年以降の学びの基盤として活用できるよう、単元の ○地域への関わり方

間に「つながる ひろがる」を、下巻末に「かつどうべ ・保護者や地域に向けたメッセージを掲載している。また、
んりてちょう」をそれぞれ掲載している。 地域の人々と関わって見付けた「まちのよさ」の発信な

○習慣や技能の習得 ど、地域への愛着を深める学習活動を設けている。
・安全に学習や生活ができるよう、紙面右側に「やくそく」○情報教育の充実を図るための工夫

「てあらい・うがい」マーク、「ちゅうい」マークを掲 ・ＩＣＴ機器を活用して、情報を収集し、整理・分析して
載している。 交流する学習活動を設けている。

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・表紙や見開き写真など、諸感覚を活用することを促す仕 ・吹き出しなどを用いて、双方向の交流を意識した具体的

掛けを紙面に盛り込んでいる。また、思考力育成のため な話合いの場面をイラストなどで示している。
に、児童自身に考えさせる投げかけを吹き出しなどで示 ○自分への気付き
している。 ・互いに認め合ったり、過去と比較して自分の成長に気付

４ ○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 いたりする場面を設けている。
・上巻導入では、幼児期の経験を想起させてから生活科の ○地域への関わり方

大日本 活動を始める構成となっている。 ・児童自ら対象に働きかけ、自分の生活をよりよくしてい
・下巻最終単元では、これまでの成長を振り返りながら、 こうとする学びのプロセスの成立のために、児童にとっ

中学年以降の学習につなげる構成となっている。 て身近な人々、社会及び自然の中から学習対象を見付け
○習慣や技能の習得 ていく構成となっている。
・活動に対しての安全面・衛生面の注意を、キャラクター ○情報教育の充実を図るための工夫

の台詞等を用いて示している。また、具体的な活動場面 ・相手を意識した発表場面のイラストのほか、情報収集や
をイラストで示し、適切な言葉遣いや挨拶などを考える 伝達の手段をまとめて掲載するなど、情報活用能力の育
ことができる構成となっている。 成に関わる記述がある。



生 活

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・「探険単元」「遊び単元」「栽培単元」「飼育単元」「成長 ・活動中に予想される対話場面をイラストで例示したり、

単元」の５単元で構成している。下巻巻末の「学び方図 児童の発達段階に応じた表現例を提示したりしている。
かん」では、分析的・創造的な思考につながる多様な学 また、公園や地域の人、幼児、高齢者などの多様な相手
習活動の例示がある。 を対象として伝える活動を示している。

11 ○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 ○自分への気付き
・スタートカリキュラムのページは、イラストと短文のみ ・単元全ての振り返りシートを新聞の形にまとめたり、発

学図 で構成している。また、中学年以降への接続を意識した 表形式にしたりするなど、多様な表現の例示がある。
内容を含めた学習活動を示している。 ○地域への関わり方

○習慣や技能の習得 ・地域の方を発表会に招待したり、お礼の手紙を書いたり
・学習活動の手立てや補助的資料となる「ものしりノート」 する例示がある。また、地域の四季の変化を比べるペー

のページを設けている。 ジを設定している。
・活動中の注意事項や基本的な習慣など安全に関するもの ○情報教育の充実を図るための工夫

に、マークを表記している。また、上下巻末に防災や登 ・学習内容を深めるための二次元コードや、インターネッ
下校時の注意点を掲載している。 トの活用方法を示している。

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・教科目標の３観点を基に、各単元を貫く「めあて」を設 ・体験したことを多様な方法で伝え深めていく学習活動例

定し、多様な学習活動を例示しながら育成を目指す資質 を示したり、児童の思考の流れを整理する板書例や考え
・能力を示している。 たことを可視化する思考ツールの例を示したりしてい

○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 る。
17 ・絵本のような導入ページを設け、幼児期に習得した経験 ○自分への気付き

を想起させるようなイラストを用いて、１日の流れが見 ・単元のまとめに振り返りのページがあり、イラストを使
教出 通せるように構成している。 って自己評価できる「まんぞくハシゴ」や気付きを書き

・他教科等で得た知識や技能をまとめた「学びのポケット」 込める欄がある。
が巻末にある。また、中学年以降の教科や他教科等と関 ○地域への関わり方
連があるものにマークを表記している。 ・地域の方との交流をもったり、招待して学習のまとめを

○習慣や技能の習得 発表したりする例示がある。
・道具の使い方や記録・発表の方法の例示、気付きにつな ○情報教育の充実を図るための工夫

がるコラムの「ヒント」、活動時の注意事項を挙げた「や ・学習内容を深めるための二次元コードやＩＣＴ機器を活
くそく」、防災や登下校時の注意点などを掲載している。 用した発表方法を掲載し、多様な学び方を提示している。



生 活

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・四季を通じて繰り返し足を運ぶことで、自然や人々の暮 ・児童の考えを言語化し吹き出しで掲載し、絵や作文、歌、

らしの変化を捉えられるよう、自分たちが暮らす地域に 身体表現、劇などの表現を紹介している。
密着した単元を設けている。 ○自分への気付き

○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 ・自分の成長を振り返ることができるよう、上下巻末に児
26 ・幼児教育との円滑な接続に向け、学習活動を視覚的に捉 童の１年間の活動を振り返る作文を掲載している。

えやすく紹介するために、上巻では様々な表現活動を写 ○地域への関わり方
信教 真・絵・児童作品と吹き出しを中心に構成している。 ・身近な地域・人々への再発見や愛着を促すよう、観音開

・国語科や音楽科、図画工作科との関連を図った表現活動 きのページを用いて地域の様子や変化について掲載して
や製作活動例、さらに社会科や理科などへの接続に配 　いる。   
した名称（生き物の名前や伝統行事の呼称）を掲載して ○情報教育の充実を図るための工夫
いる。 ・パソコン・デジタルカメラや電子黒板などの情報機器の

○習慣や技能の習得 活用を絵で示し、目次のページには教科書で紹介してい
・豊かな表現や技能の習得につながるよう、児童の体験活 る生き物や植物を拡大して見られるよう二次元コードを

動を重視した単元を構成している。 示している。

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・各巻末に、見付ける、比べる、たとえる、試す、見通す、 ・観察カード、手紙、ポスター、クイズなど、児童の発達

工夫するなどの多様な学習活動を例示している。 段階や活動内容に合った表現方法を提示している。
○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 ○自分への気付き
・スタートカリキュラム期の新１年生に配慮し、上巻最初 ・各単元で振り返り、伝え合う活動を設けている。さらに、

38 には学校生活の様子を「幼児期の終わりまでに育ってほ 上下巻末に１年間の学習全体を振り返ることができるよ
しい姿」を踏まえて示している。 う、「ジャンプ大しゅうごう」を掲載している。

光村 ・社会科や理科、総合的な学習の時間につながる活動を紹 ○地域への関わり方
介したり、他教科等との合科、関連の例を示したりして ・地域の行事に関心をもつことができるよう、映像資料と
いる。 して各都道府県の伝統行事を二次元コードで収録してい

○習慣や技能の習得 る。
・生活上必要な習慣や技能を習得するために、巻末に「ひ ○情報教育の充実を図るための工夫

ろがるせいかつじてん」を掲載しているほか、危険を伴 ・細かい生き物の様子や手元の動き、活動の注意などを動
う学習場面においては、「！」マークやキャラクターの 画で見ることができる特設ページの二次元コードを掲載
吹き出しで注意を喚起している。 　している。                                 



生 活

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・見付ける、比べる、たとえる、試す、見通す、工夫する ・相手のことを想像して、伝えたいことや伝え方を自己決

などの多様な学習活動や、試行錯誤したり、繰り返した 定できるよう、巻末資料の「がくしゅうずかん」にまと
りして、何度も対象と関わる学習活動を豊富に掲載して め方や伝え方を示した資料を掲載している。
いる。 ○自分への気付き

61 ○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 ・教師が児童とともに活動したり共感したりする様子が取
・児童が主体的に学習しながら、安心して学校生活を始め り上げられ、児童の気付きが深まる例を示している。

啓林館 られるスタートカリキュラム編成のため、上巻冒頭に「す ○地域への関わり方
たあとぶっく」を設けている。 ・外部人材との連携の例として、地域のお年寄り、地域で

・中学年以降への接続のため、下巻巻末に生活科を未来に 暮らす人や働く人など、児童の生活を支える人々と交流
つなぐ「３年生へのステップブック」を設けている。 する様子を示している。

○習慣や技能の習得 ○情報教育の充実を図るための工夫
・安全教育への配慮として、危険な生物について「きをつ ・デジタルカメラ、コンピュータ、タブレット端末、電子

けよう」で示し、その他キャラクターの発言や防災に関 黒板、インターネットなど、ＩＣＴ機器を活用する学習
する様々な標識やマークを掲載している。 活動を例示している。

○活動、体験の内容 ○言語活動の充実を図るための工夫
・児童に「何をどう学ぶのか」といった見通しをもたせる ・単元の導入や振り返りにおける学習場面をイラストで示

ために、学習指導要領で示されている育成すべき資質・ し、考えるための技法や話合いの様子を具体的に例示し
能力の三つの柱に対応した「学習のめあて」を各小単元 ている。
ごとに掲載している。 ○自分への気付き

116 ○幼児教育や中学年以降の教育、他教科等との接続 ・小単元ごとに、学習での気付きを深め、学習意欲を継続
・上巻冒頭に幼児期の終わりまでに育ってほしい姿に対応 させるための「学びを振り返るコーナー」を設けている。

日文 させたスタートカリキュラムとして、「いちねんせいに ○地域への関わり方
なったら」を設けている。 ・地域とのつながりを意識した構成にするよう、地域へ出

・中学年以降の学習につながるよう、情報・環境・国際理 かけて活動する内容や、地域の「ひと」から学ぶ内容な
解・福祉・健康・食育などの内容を取り上げている。 どを掲載している。

○習慣や技能の習得 ○情報教育の充実を図るための工夫
・屋外や動植物と触れ合う場面などでは、安全面・衛生面 ・ＩＣＴ機器の活用場面の具体例をイラストなどで示した

で気を付けることを、アイコンやキャラクターの呼びか り、下巻巻末の「ちえとわざのたからばこ」において機
けで示したり、イラストとともに示したりしている。 器の使い方を示したりしている。



音 楽

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量
総 表 現 鑑 鑑 楽 歌 器 歌 音 鑑 楽 そ

項目 ペ 賞 賞 典 唱 楽 唱 楽 賞 器 の歌 歌 歌 器 音 と ・ 曲 曲 と づ 曲 の 他｜ 唱 唱 唱 楽 楽 表 運 器 く 奏と と づ 現 指 楽 り 法 使用上の便宜・編集上の工夫等ジ 身 器 く発行者の 表 の の ・体 楽 り番号・略称 等 合 取 歌表 同 扱 唱現 奏 い 法
曲

・１、２年はＡＢ判。３年以上はＡ４変型判。
１年 80 17 21 ４ ７ ８ ５ 10 ８ 36 １ ７ ９ 14 11 ５

・学習の振り返りや関連資料のページ等をマー
クで示している。

２年 80 20 10 15 １ 11 ６ ８ ９ 26 １ 11 ７ 18 11 11
・見通しをもって学習を進めるための「まなび
ナビ」を示している。

17 ３年 86 27 ６ 13 10 ６ 10 ３ 11 19 ６ 13 ７ 19 12 27
・関連動画、音源、資料などウェブコンテンツ

教出 へのリンクマークを示している。
４年 84 32 １ ９ ８ ９ ９ ５ 11 21 ５ ７ ５ 18 ６ 35

・見開きごとに学習のめあてや関連のある音楽
を形づくっている要素を示している。

５年 86 31 ２ ８ ８ ６ 10 ２ 19 19 ５ ７ ４ 19 ３ 32
・児童の関心を高めることができるように、透
明シートや折込みページを設定している。ま

６年 84 39 １ ７ 10 ５ ９ ２ 11 23 ５ ６ ４ ７ ５ 24
た、３～６年ではメモ欄を設けている。

・Ａ４変型判。
１年 82 20 10 11 11 10 ８ ６ ６ 25 ０ 13 ６ 10 11 ３

・学習の手がかりや考える観点などをキャラク
ターの吹き出しで示している。

２年 82 27 ７ 17 ３ ８ 11 ２ ７ 25 １ 12 ５ 14 10 ９
・年間の学習について見通しをもつための「学
びの地図」を示している。

27 ３年 86 25 ２ 11 14 ８ 12 １ 13 18 12 ７ ４ 10 16 27
・学習をサポートするコンテンツを閲覧できる

教芸 二次元コードを設けている。
４年 86 27 ０ ５ 14 ７ 18 １ 14 20 ８ ３ ４ 14 ８ 21

・「ふり返りのページ」を設け、３年以上では、
既習事項と当該学年での学習事項、今後の学

５年 86 32 ２ ２ 10 ６ 21 ２ 11 19 ７ １ ３ 13 ９ 21
習事項に色分けしている。

・話合いや聴き比べをする活動において、記述
６年 86 35 ０ ２ 15 ４ 16 １ 13 20 ７ １ ２ 12 ６ 23

欄を設定している。



音 楽

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○題材の配列・系統性 折込みを使ったワイドな紙面に写真を掲載している。
・段階的・発展的に学習が進められるように、題材構成さ ○〔共通事項〕の取扱い方
れた部分と、選択可能な題材・教材部分を設定している。・音楽を形づくっている要素を「音楽のもと」として各見

○表現領域の特徴 開きに示している。気付いた要素等を書き加えられるよ
・歌唱の活動では、合唱への導入として、輪唱やパートナ うに、３～６年ではメモ欄を設定している。また、全学
ーソングを取り扱っている。また、発達段階に応じた全 年の巻末に「『音楽のもと』まとめ」を掲載している。
校合唱曲を各学年に掲載している。 ○我が国や郷土の音楽の取扱い方

17 ・鑑賞の活動と関連付けて、和太鼓、筝、篠笛等の和楽器 ・１年で具体的な遊び方の説明などとともにわらべうたを
を取り扱っている。 取り扱い、２、３年で祭りの音楽や遊び歌、４～６年で

教出 ・音楽づくりでは、歌唱や器楽、鑑賞活動との関連を図り、 民謡、子守り歌、雅楽、和楽器の演奏などを人々の暮ら
音楽を形づくっている要素を意識するための学習の手順 しや世界の音楽と関連付けながら示している。また、全
を示している。 学年の巻末で童謡や唱歌を取り扱っている。

○鑑賞領域の特徴 ○言語活動の充実を図るための工夫
・身体性を生かした学習活動と、音楽づくりや歌唱、器楽 ・聴き取ったことや感じ取ったことを書き留めるポートフ
などの表現活動を関連付けて設定している。 ォリオを設定している。また、巻末に「音楽を表すいろ

○共通教材等の掲載について いろな言葉」を掲載している。
・１、２年では、情景の写真や縦書きの歌詞、楽譜、解説 ・対話的な学習を通して学びを深めるための「学び合う音
資料等を見開き２ページで掲載している。３年以上では 楽」を示している。

○題材の配列・系統性 ○〔共通事項〕の取扱い方
・段階的・発展的に学習が進められるように、系統的に題 ・ポイントとなる〔共通事項〕を、題材や学習目標、吹き
材を配列している。 出し、各ページの下部等に繰り返し示したり、新出事項

○表現領域の特徴 を枠囲みで示したりしている。また、巻末に各学年の学
・歌唱の活動では、１、２年で交互唱や輪唱、３、４年で 習事項をまとめて掲載している。
オスティナート唱やパートナーソング、５、６年では二 ○我が国や郷土の音楽の取扱い方
部合唱や三部合唱を取り扱っている。 ・１、２年でわらべうたと遊び歌、３～６年でお囃子、口

27 ・打楽器や旋律楽器から、演奏の仕方を段階的に学べるよ 唱歌、民謡、郷土芸能、雅楽、和楽器の演奏などを人々
うに構成している。 の暮らしや世界の音楽と関連付けて、各分野の学習活動

教芸 ・音楽づくりでは、自分の意図した音楽をつくるため、何 を通して示している。また、「歌いつごう 日本の歌」
をどう工夫すればよいかという見通しをもつための作品 として、全学年で童謡や唱歌を取り扱っている。
例やアイデア例を示している。 ○言語活動の充実を図るための工夫

○鑑賞領域の特徴 ・気付いたことや感じ取ったこと、アイデアなどを書き込
・創作した人の工夫を考えたり体を動かしたりする活動と んだり、それを交流したりする活動を設定している。ま
表現領域の各分野の活動と関連付けて設定している。 た、言語活動の内容が充実するための発言例を吹き出し

○共通教材等の掲載について で示している。
・「こころのうた」を掲載し、歌詞、写真やイラスト、楽 ・音によるコミュニケーションを図るための教材やコラム
譜や解説、歌い方の工夫等を示している。 を設けている。



図画工作

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

総
造 絵 鑑 用 造 そ 総 児 児 児 学

ペ 形 や 賞 具 形 の 題 童 童 童 習
遊 立 ・ 活 他 材 の 作 の へ

項 目

ー

び 体 材 動 数 作 品 活 の
、 料 へ 品 以 動 ア 使用上の便宜・編集上の工夫等

発行者の ジ 工 の の 外 場 ド
番号・略称 作 扱 導 の 面 バ

い 入 鑑 の イ
賞 写 ス
作 真
品

1・2年上 56 ７ 29 ８ ６ ５ １ 23 117 ４ 149 194 ・Ａ４判。
・「めあて」「ふりかえり」の項目の配置を統一し、

1・2年下 56 ６ 30 ８ ６ ５ １ 24 99 14 162 174 「あんぜん」「かたづけ」を適所に配置してい
る。

９ 3・4年上 56 ４ 32 ８ ６ ５ １ 19 115 ８ 159 110 ・学習の３つのめあてに対応したキャラクターが
学習のヒントを提示している。

開隆堂 3・4年下 56 ４ 32 ６ ６ ７ １ 19 130 14 137 160 ・学習の３つのめあてのうち、主なめあてを強調
して示している。

5・6年上 56 ４ 28 12 ６ ５ １ 17 110 49 123 114 ・材料と用具に関する内容を巻末にまとめ、使用
頻度の高いものを繰り返し掲載している。

5・6年下 56 ４ 28 10 ８ ５ １ 17 104 59 142 102

1・2年上 66 10 34 7 ８ ７ ０ 24 104 ８ 203 241 ・Ａ４判。
・「めあて」「きをつけよう」「かたづけ」「ふりか

1・2年下 64 ８ 34 7 ８ ７ ０ 23 117 22 166 226 えり」の項目の配置を統一している。
・キャラクターが「ヒントを伝える」「児童の発

116 3・4年上 64 ８ 36 5 ８ ７ ０ 23 106 27 164 234 見を認める」など行い、造形的な見方・考え方
を示している。

日文 3・4年下 64 10 32 7 ８ ７ ０ 23 96 39 149 321 ・各題材ごとに学習の３つのめあてについて、そ
れぞれを並列に示している。

5・6年上 64 ４ 34 4 ８ 14 ０ 21 135 43 130 165 ・材料と用具に関する内容を巻末にまとめ、各学
年で扱うものを順序立てて示している。

5・6年下 64 ６ 30 4 ８ 14 ２ 20 126 46 123 185



図画工作

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○題材の配列や系統性について ○伝統や文化に関する教育の充実を図るための工夫
・題材の内容を５つの分類で構成し、学習の３つのねらいを軸 ・「みんなのギャラリー」のページで各地に伝わる伝統工芸や
に１年間の学習を系統的に配列している。 地域の造形を取り上げている。

○表現について ○〔共通事項〕について
・活動の過程の写真が掲載され、キャラクターが学習のヒント ・３つのめあてに対応したキャラクターが〔共通事項〕に基づ
を示している。 いたアドバイスをしている。

９ ○鑑賞について ○材料・用具について
・「小さな美術館」では作家作品を扱い、「みんなのギャラリー」 ・巻末の「学びの資料・造形の引き出し」において、描画材料

開隆堂 では暮らしの中の造形や伝統文化などを取り上げている。 とその他の材料・用具の扱い方を示している。
○情報活用能力を育成するための工夫 ○その他の特徴
・プログラミング教育に関する事例を取り上げ、「コンピュー ・表紙の題字はテーマを大きく表し、導入ページにつなげてい
タを活用しよう」でＩＣＴ機器の使い方について解説してい る。
る。 ・活動のポイント、用具の使い方の動画を見ることができる、

○言語活動の充実を図るための工夫 二次元コードを示している。
・話合いの場面を多く取り入れるよう「話し合いのしかた」の
ページを設定している。

○題材の配列や系統性について ○伝統や文化に関する教育の充実を図るための工夫
・活動を５つの分類で構成し、１年の流れに沿った題材選択が ・「図画工作のつながりひろがり」のページで、伝統工芸や伝
できるように配列している。 統文化について取り上げている。

○表現について ○〔共通事項〕について
・活動の過程の写真が掲載され、キャラクターのアドバイスや ・キャラクターのアドバイスや振り返りによって〔共通事項〕
児童の吹き出しを用いて、発想のきっかけ作りを設定してい に関する内容を示している。

116 る。 ○材料・用具について
○鑑賞について ・巻末に「使ってみよう 材料と用具」を設定し、各題材にお

日文 ・各学年の巻頭の「教科書美術館」では、作家の作品や身近な いても必要に応じた材料・用具の扱いを紹介している。
ものなどが掲載されいる。 ○その他の特徴

○情報活用能力を育成するための工夫 ・幼児期との接続、中学校との接続を示したページを設けてい
・プログラミング的思考を育むため、論理的に考える場面を設 る。
定し、情報機器の活用例が示されている。 ・道徳と関連が深い教材に、道徳マークを付けて示している。

○言語活動の充実を図るための工夫
・言語活動を促し、学習を深める手立てとするために、作品の
コメント、発表や対話の様子を写真で紹介している。



家 庭

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

家 日 快 快 身 そ 図 図 注 発 書
総 庭 常 適 適 近 の 及 表 釈 展 き

項目 生 の な な な 他 び 及 及 的 込
ペ 活 食 衣 住 消 写 び び な み

と 事 生 ま 費 真 グ 用 学 欄 使用上の便宜・編集上の工夫等ー

家 と 活 い 生 の ラ 語 習 の
族 調 活 あ フ 説 の 数

発行者の ジ 理 と る の 明 題
の 環 ペ 数 の 材

番号・略称 基 境 数 数ー
礎 ジ

・巻頭見開きと目次に学習のガイダンスを示している。
・学習の内容を確認できるように、領域ごとにテーマ
カラーとマークが設定されている。

２ ５年 ・章の最初に、３ステップで学習の流れを示し、「調
146 18 48 39 19 ８ 14 143 43 35 98 42 べてみよう」「やってみよう」「深めよう」を章

東 書 ６年 の中に設定している。
・実習手順を明確にするため、大きな文字の見出しを
付け、「いつも確かめよう」で関連して示している。

・15の題材を設定している。

・巻頭見開きと目次ガイダンスを示している。
・学習の内容を確認できるように、領域ごとにページ
の端に色を付けて示している。

９ ５年 ・章の最初に、「学習のめあて」を示し、「調べよう」「考
138 16 34 36 16 10 26 130 30 107 97 67 えよう」「チャレンジコーナー」などを章の中に設定

開隆堂 ６年 している。
・実習などの基礎技能の習得のため、動画で確認でき
るように、二次元コードを設けている。

・20の題材を設定している。



家 庭

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○導入と学習の進め方 ○言語活動の充実を図るための工夫
・各題材の学習を３ステップで構成している。 ・「活動」「実際の例」「課題例」で話合いや発表等の学習活動を設
・巻頭で２年間の学習の流れを、巻末で中学校での学習に見通し 定している。
をもてるよう示している。 ○安全への配慮について

○基礎・基本の定着を図るための工夫 ・「日々の備えマーク」で、災害時の注意点について示している。
・何を学ぶかを確認できるように「めあて」を、基礎・基本の ・安全や衛生について、「安全マーク」で示している。

２ 定着のために「ふり返り」をステップごとに示している。 ○その他
・基礎・基本を確認し、振り返りができるように、「できたか 家庭科における食育の充実

東 書 な？」を設定している。 調理に関する知識や技術を基礎から学習できるようにして
○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 いる。また、食事の重要性や、食文化を取り上げている。
・学んだことを活用し深められるように、「活動」の中で考察、 家庭科に関する伝統的な内容
調査、話合い、交流などの課題を取り上げている。 「日本の伝統マーク」を全ての大題材で示し、日本の伝統

・自分の課題を見付け、家庭や地域の人々と関わりながら、学ん 的な生活に関わる資料を取り上げている。
だことを生かせるよう「生活を変えるチャンス」の中で、具体 持続可能な社会の構築
的な「実践の例」や「課題例」を示している。 「環境マーク」とともに、環境に配慮して生活するための

視点を示している。

○導入と学習の進め方 ○言語活動の充実を図るための工夫
・各題材の学習のめあてを、３ステップで構成している。 ・言葉や図表などを用いて学習する場面を設定し、話合いや発表
・巻頭で２年間の学習を見通し、中学校へのスムーズな移行が図 等の学習活動を設定している。
られるように、巻末に振り返りを設けている。 ○安全への配慮について

○基礎・基本の定着を図るための工夫 ・「防災マーク」で、災害時の注意点について示している。
・基礎・基本の定着のためにステップごとに「めあて」と「ふり ・安全や衛生について、「安全マーク」で示している。

９ 返り」を示し、身に付けたい力が示されている。 ○その他
・基礎・基本を確認し、振り返りができるように、「できたかな」 家庭科における食育の充実

開隆堂 を設定している。 調理に関する知識や技術を基礎から学習できるようにして
○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 いる。また、食事の重要性や、食文化を取り上げている。
・「考えよう」「調べよう」「話し合おう」「生活に生かそう」など 家庭科に関する伝統的な内容
で、児童が主体的に学ぶことができるよう活動を示している。 「伝統マーク」で衣食に関わる伝統的な内容を示し、巻末

・学んだことを生活の中で生かせるように、「やってみよう」で に伝統文化について取り上げている。
家庭での実践を、「チャレンジコーナー」で家庭や地域の人々 持続可能な社会の構築
と関わりながら実践する課題を設けている。 「環境マーク」で環境に関する具体的な内容を示し、環境

を意識した生活の仕方を考える場を設けている。



保 健

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 健 体 心 け 病 そ 資 写 脚 書き込み欄の数
康 の の が 気 の 料 真 注

ペ な 発 健 の の 他 と 掲 の 記 表 文
生 育 康 防 予 し 載 数 号 や 章ー

活 ・ 止 防 て 数 な グ で 使用上の便宜・編集上の工夫等
発 の ど ラ 書

ジ 達 グ で フ き
発行者の ラ 書 へ 込
番号・略称 フ き 書 む

数 込 き
む 込

む

・Ａ４判にすることで記入欄を拡大し、思考・判

３・４年 46 22 21 ３ 11 71 36 27 23 73 断したことを書き込むスペースを設けている。
２ ・各項を｢気づく・見つける｣｢調べる・解決する｣

｢深める・伝える｣｢まとめる・生かす｣で構成し
ている。

東書 ・単元末に、チェック式と記述式で学習を振り返

５・６年 82 16 28 32 ６ 12 121 61 71 26 138 るページを設けている。
・動画などのデジタルコンテンツを用意し、その
箇所にＤマークを付けている。

・ＡＢ判でアジロ綴じを採用し、中央部分が奥ま

３・４年 40 18 17 ５ ７ 34 31 50 ７ 19 で安全に開くようにしている。
４ ・各章のはじめに章扉を設置し、学習内容と生活

のつながりを写真で示している。
・アイコンやマークを用いて、他教科や他学年と

大日本 の関連、中学校での学習とのつながりを一覧で

５・６年 58 12 16 25 ５ 12 76 42 68 ０ 50 示している。
・家庭や地域で、学習したことを活用できるよう
に、｢おうち｣｢ちいき｣マークを掲載している。

・Ａ４判を採用し、写真やイラストなどの資料を

３・４年 34 16 16 ２ ９ 42 28 52 10 14 多く掲載している。
207 ・学習内容をマークで統一して示し、学習の流れ

が視覚的に捉えられるようにしている。
・自分の生活や行動を振り返ったり、考えを整理

文教社 したりする書き込み欄を設けている。

５・６年 54 12 16 24 ２ 15 77 46 29 12 34 ・各章末に、学習したことを振り返り、自分の生
活にどのように生かすかを考えさせるページを
設けている。



保 健

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 健 体 心 け 病 そ 資 写 脚 書き込み欄の数
康 の の が 気 の 料 真 注

ペ な 発 健 の の 他 と 掲 の 記 表 文
生 育 康 防 予 し 載 数 号 や 章ー

活 ・ 止 防 て 数 な グ で 使用上の便宜・編集上の工夫等
発 の ど ラ 書

ジ 達 グ で フ き
発行者の ラ 書 へ 込
番号・略称 フ き 書 む

数 込 き
む 込

む

・Ａ４判を採用し、写真やイラストなどの資料を

３・４年 42 16 18 ８ 11 48 23 24 10 27 多く掲載している。
208 ・巻頭に２ページを使って、学習の進め方を掲載

している。
・単元の導入に１ページを使って、イラストを掲

光文 載し、学習のイメージ図を示している。

５・６年 66 14 18 26 ８ 22 103 52 48 ０ 61 ・各章末に、知識・理解などの自己評価ができる
よう、学習を振り返るページを設けている。

・Ａ４判を採用し、写真やイラスト、図表を多く

３・４年 38 14 16 ８ ４ 42 21 30 ７ 28 掲載している。
224 ・「学ぶこと」を明確にし、「つかむ」「考える、

調べる」「まとめる、深める」の学習活動の流
れを示している。

学研 ・単元の終わりに、学習を振り返り、今後の生活

５・６年 58 14 14 24 ６ ６ 110 47 47 ０ 42 に活用したいことをまとめている。
・様々なマークを用いて、必要に応じた資料や情
報を分類して提供している。



保 健

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○導入と学習の進め方 ○現代的な諸課題について
・課題発見の活動に取り組めるよう、導入で日常生活を想 ・３、４年で、「外で遊ぶときに注意すること」「すいみ
起させる写真やイラストを掲載している。 んと発育」「コンピュータやスマートフォンと健康」な

・１項目４ステップで構成し、図を使って見通しをもたせ どを掲載している。
たり、最初に学習の課題を示したりしている。 ・５、６年で、「インターネットによる犯罪被害」「さま

○基礎的・基本的な知識の習得を図るための工夫 ざまな自然災害」「胸骨圧迫とＡＥＤ」「さまざまな依
２ ・「リラックス状態を体験しよう」「けがの手当をしよう」 存症」などを掲載している。

などの実習ページを設けている。 ○その他
東書 ・自分の生活や今後の学習に生かしたり、保健の見方・考 ・「毎日の生活に運動を取り入れよう」で、体育の時間や

え方を広げたりする活動を取り入れている。 休み時間にできる具体的な運動や遊びを資料として掲載
○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 している。
・「①気づく・見つける②調べる・解決する③深める・伝 ・他教科とのつながりで、体の部分の名前を英語で紹介す
える④まとめる・生かす」で学習を進めるようにしてい るページを設けている。
る。 ・学習内容に関連させて、オリンピック・パラリンピック

・自分の意見を書く欄と、他の人の意見を聞いて考えたこ アスリートを紹介している。
とや分かったことを書く欄を設けている。

○導入と学習の進め方 ○現代的な諸課題について
・各章のはじめに、学習内容と児童の生活のつながりを写 ・３、４年で、相談窓口や、「ユニバーサルデザイン」な
真で表した章扉を設定している。 どについて紹介している。

・「課題をつかむ→活動を通して課題を解決する→活用し ・５、６年で、相談窓口や「ＡＥＤ」を紹介したり、イン
て深める→学習したことをまとめる→毎日の生活に活か ターネットやアプリを正しく使う必要があることを呼び
す」という学習過程を示している。 かけたり、「自然災害から身を守る」など防災教育を設

４ ○基礎的・基本的な知識の習得を図るための工夫 定したりしている。
・呼吸法や体ほぐしの運動、けがの手当など実習の活動を ○その他

大日本 設定している。 ・「もっと知りたい！」のページで、いろいろな運動を紹
・章の終わりに、知識及び技能を定着させるための記入欄 介し、運動領域との関連を図っている。
を設定している。 ・学習内容に関連する資料を掲載し、学習内容をさらに広

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 げて知識を深めるページを設けている。
・課題を発見する活動、解決する活動、学習したことを生 ・オリンピック・パラリンピック選手のインタビューやオ
かす活動を設定している。 リンピック・パラリンピックの健康への取組を掲載して

・児童同士で伝え合ったり、教科書に記入したりして、考 いる。
えを自分の言葉で表す活動を設定している。



保 健

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○導入と学習の進め方 ○現代的な諸課題について
・冒頭で学習課題を提示し、キャラクターの会話を参考に ・３、４年で、「生活習かんと新体力テスト合計点の関連」
して課題解決を図るなど、学習過程を示している。 を掲載している。

・イラストや図表、写真などを活用して構成し、本文を簡 ・５、６年で、「寄りそうことの大切さ」「ＡＥＤ」「食中
潔にまとめている。 毒」「危険ドラッグとは」など、現代的な諸課題を扱っ

○基礎的・基本的な知識の習得を図るための工夫 ている。
207 ・記号でチェックしたり、文章で書き込む活動ができるよ ○その他

うなスペースを設けたりしている。 ・「やってみよう」で、体つくり運動の運動事例を示した
文教社 ・自分でできる、簡単なけがの手当をしてみようという学 り、「情報コーナー」で、いろいろな運動の紹介をした

習活動のページを設けている。 りしている。
○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ・発展として、自然災害に備えて、自分たちでできること
・各単元の終わりに「わたしの〇〇せん言」として、学習 を考えられるように、「自助・共助・公助」の連携の必
したことを振り返り、その理由をみんなの前で発表する 要性を紹介している。
活動を設定している。 ・巻末に「夢に向かって」と題してアスリートからのメッ

・「考えてみよう」「調べてみよう」「話し合ってみよう」 セージを載せている。
で学習を進めるようにしている。

○導入と学習の進め方 ○現代的な諸課題について
・学習の見通しをもてるように、各単元の冒頭にこれから ・３、４年で、「スマートフォンやタブレットの使い方と
学習する内容をキャラクターの会話で示すページを設け 生活のリズム」や「性についてのなやみ」を紹介してい
ている。 る。

・学習課題をつかみ、課題解決に向けて活動を行い、学習 ・５、６年で、「心肺蘇生とＡＥＤ」「歩きスマホ」「ＡＳ
をまとめるという学習過程を示している。 ＵＫＡモデル」「危険ドラッグ」「自然災害から身を守

208 ○基礎的・基本的な知識の習得を図るための工夫 る」などを紹介している。
・各単元の終わりに、「学習のまとめ」として、学習した ○その他

光文 内容を振り返り、記述するページを設けている。 ・「広げよう深めよう」の「これも運動」「体を動かそう」
・けがの手当の仕方を知り、けがの手当ができるようにす で体育の時間以外にも取り組める運動を紹介し、運動領
るための「やってみよう」というページを設けている。 域との関連について示している。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ・発展として、共生社会を実現するための工夫や取組を紹
・考えたり話し合ったりしやすくするために、参考となる 介している。
イラストや図表、写真を掲載している。 ・巻頭の見開きに「わたしとけんこう」として、スポーツ

・「調べよう」「考えよう」「やってみよう」「話し合おう」 選手のメッセージを掲載している。
で学習を進めるようにしている。



保 健

内容の程度・組織・取り扱い等の特徴

○導入と学習の進め方 ○現代的な諸課題について
・課題をもって学習に取り組めるよう、単元の導入で、テ ・３、４年で、「自然災害や緊急事態にそなえて」や「外
ーマに沿って学習したいことを尋ねる問いが設定されて 出するときの安全」を紹介し、自分たちの安全を守るた
いる。 めの方法について示している。

・実生活につながるように、「ふり返る」「深める」「つな ・５、６年で、実際に相談できる窓口や「心肺蘇生とＡＥ
げる」の項目でまとめを行う欄を設けている。 Ｄ」「インターネットを正しく安全に使おう」などを紹

224 ○基礎的・基本的な知識の習得を図るための工夫 介している。
・健康に関する知識を習得できるように、実習や科学的な ○その他

学研 資料を取り入れている。 ・オリンピック・パラリンピック選手の写真を載せたり、
・日々の生活を振り返り、自分の生活の課題を見付け、よ 「楽しく運動を続けよう」で、体育科の学習や運動領域
り健康な生活について考える活動を設定している。 との関連について示したりしている。

○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫 ・「関連」に、それぞれの学習が、他教科のどの学習と関
・学習内容に応じて、調べたり比べたり話し合ったりする 連しているかについて紹介している。
活動を設定している。 ・学習したことの発展的な情報を掲載し、今後の学習内容

・毎時間の振り返りでは、その時間の学習を実生活に活用 の紹介をしている。
する見方や行動について考える活動を設定している。



英 語

内容別配当
教材・資料等の分量項目 ページ数

総
本 資 そ 活動 学

ペ 課 料 の 習
・ 他 聞 話 話 読 書 複 語
付 く す す む く 数 数ー

録 こ こ こ こ こ の 使用上の便宜・編集上の工夫等
ジ と と と と と 活

動（（
発行者の や 発
番号・略称 り 表

と ）
り
）

・５、６年Ａ４判。別冊ＡＢ判。３～６年で扱う語や表現を
５年 106 74 22 10 31 81 ５ ０ 12 45 156 別冊にまとめている。

・ユニバーサルデザインに配慮し、書きやすくするために４
線のうち第２、３線の間隔を広くとっている。

２ ・各学年８つの「UNIT」で構成している。導入（インプット）
５･６年 50 ０ 44 ６ ０ ０ ０ ０ １ ０ 692 →展開（インテイク）→まとめ（アウトプット）の流れで

東書 各単元を構成しており、発展学習のページを各単元に設定
している。

・ローマ字表、ワークシート、切取り式カードを付属してい
６年 106 73 25 ８ 25 55 ８ ０ ６ 99 106 る。

・ＡＢ判。
・ユニバーサルデザインに配慮し、書きやすくするため、４

５年 142 95 38 ９ 60 25 10 16 27 ４ 487 線のうち第２、３線の間隔を広くとっている。
・５年は９つの「LESSON」、６年は11の「LESSON」で構成さ

９ れている。見通しをもって学習に取り組めるよう、各学年
巻頭に「CAN-DOマップ」を設けている。本課は導入の

開隆堂 「Let's Listen」から出口の「Let's Try」に向けたスパイ
ラルな構成になっている。

６年 150 96 45 ９ 56 27 16 14 16 10 236 ・「発音クリニック」「学んだことリスト」「単語リスト」切
取り式カード、ローマ字表を付属している。

（注）複数の活動：聞くこと、話すこと、読むこと、書くことのうち２つ以上を統合した活動を示している。



英 語

内容別配当
教材・資料等の分量項目 ページ数

総
本 資 そ 活動 学

ペ 課 料 の 習
・ 他 聞 話 話 読 書 複 語
付 く す す む く 数 数ー

録 こ こ こ こ こ の 使用上の便宜・編集上の工夫等
ジ と と と と と 活

動（（
発行者の や 発
番号・略称 り 表

と ）
り
）

・Ａ４判。
・ユニバーサルデザインに配慮し、４線の縦幅は文字が書き

５年 162 109 44 ９ 64 30 ９ 12 10 33 748 やすいように５：６：５の比率としている。
・各学年ともに10の「Lesson」で構成されている。見通しを

11 もって学習に取り組めるよう、「Lesson」の冒頭に単元の
目標を示している。授業のはじめに歌、スクリプト、リス

学図 ニング、チャンツを聞く構成となっており、基本となる指
導の流れを統一している。

６年 158 102 47 ９ 61 21 ５ 20 16 31 165 ・「Word List」、文字の練習コーナー、ローマ字表を付属し
ている。

・ＡＢ判。
・ユニバーサルデザインに配慮し、書きやすくするために４

５年 142 86 44 12 22 ７ ０ ０ ２ 47 627 線のうち第２、３線の間隔を広くとっている。
・各学年ともに「HOP」「STEP」「JUMP」の流れで大単元を構

15 成し、３つの大単元を配置している。大単元の終末に「C
AN-DOリスト」に紐づいたプロジェクト型の活動を設定して

三省堂 いる。学習のねらいがすぐに分かるように、各ページ、各
コーナーの役割を示している。

６年 138 84 47 ７ 22 ７ ０ ０ １ 49 239 ・ローマ字表、アルファベット表、「Words&Phrases」、教室
英語集、切取り式のカード、ワークシートを付属している。

（注）複数の活動：聞くこと、話すこと、読むこと、書くことのうち２つ以上を統合した活動を示している。



英 語

内容別配当 教材・資料等の分量項目 ページ数
総

本 資 そ 活動 学
ペ 課 料 の 習

・ 他 聞 話 話 読 書 複 語
付 く す す む く 数 数ー

録 こ こ こ こ こ の 使用上の便宜・編集上の工夫等
ジ と と と と と 活

動（（
発行者の や 発
番号・略称 り 表

と ）
り
）

・ＡＢ判。
・ユニバーサルデザインに配慮し、４線の縦幅は、書く練習

５年 146 94 45 ７ 64 18 ７ ９ 19 11 600 がしやすいように４：５：４の比率としている。
・各学年とも９つの「Lesson」で構成されている。見通しを

17 立てて学習に取り組めるよう、各「Lesson」の最初に単元
の目標を示している。歌やチャンツで口慣らしをし、聞く

教出 ことから始め、「Final Activity」で発表ややり取りをす
るように構成されている。

６年 146 93 46 ７ 45 19 ７ ７ 20 10 259 ・「Word Bank」、アルファベット表、ローマ字表、切取り式
カード、ワークシート、シールを付属している。

・ＡＢ判。
・ユニバーサルデザインに配慮し、書きやすくするために、

５年 161 95 56 10 62 19 ７ ４ 25 ９ 860 ４線のうち第２、３線の間隔を広くとっている。
・各学年とも９つの「Unit」で構成されている。見通しを立

38 てて学習に取り組めるよう、各「Unit」の最初に「できる
ようになること」を示している。本課は、導入の「Let's

光村 Listen」から出口の「Let's Try」や「Let's Write」に向
けてスモールステップで進むように構成されている。

６年 163 93 61 ９ 55 14 11 １ 28 13 173 ・「絵辞典」、ローマ字表、切取り式カード、シール、ホワイ
トボード形式のシートを付属している。

（注）複数の活動：聞くこと、話すこと、読むこと、書くことのうち２つ以上を統合した活動を示している。



英 語

内容別配当
教材・資料等の分量項目 ページ数

総
本 資 そ 活動 学

ペ 課 料 の 習
・ 他 聞 話 話 読 書 複 語
付 く す す む く 数 数ー

録 こ こ こ こ こ の 使用上の便宜・編集上の工夫等
ジ と と と と と 活

動（（
発行者の や 発
番号・略称 り 表

と ）
り
）

・ＡＢ判。
・ユニバーサルデザインに配慮し、４線の縦幅は、文字が書

５年 138 89 43 ６ 54 10 ７ ０ ０ 58 714 きやすいように５：６：５の比率としている。
・前学年の既習事項を復習するPre Unitがあり、全部で９つ

61 の「Unit」で構成されている。見通しをもって学習に取り
組めるよう、本課ごとにめあてを示している。本課は、導

啓林館 入→インプット（習得）→インテイク（習熟）→アウトプ
ット（活用）→振り返りで構成されている。

６年 138 90 42 ６ 44 ０ １ ０ ０ 56 196 ・アルファベット表、ローマ字表、「Word List」、切取り式カ
ードを付属している。

（注）複数の活動：聞くこと、話すこと、読むこと、書くことのうち２つ以上を統合した活動を示している。



英 語

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○題材・配列等の特徴 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫
・児童の身近な興味や関心から出発し、地域、日本、世界 ・各「UNIT」の最後には、異文化情報に触れて世界を広げ
へと視野が広がる題材の配列にしている。 ることを目的とした資料ページを設けている。

・中学校での学びにつながる題材を取り上げている。また、・児童が相手意識をもって活動に取り組めるよう、相手に
学習を進める中で、児童が地域や自国のよさを発見した 配慮した話し方や聞き方などのコミュニケーションの工

２ り、異文化や国際社会のことが知ることができるような 夫について掲載している。
題材や他教科に関連する題材を取り上げている。 ○言語材料の取扱い

東書 ・各学年の８つの「UNIT」の中では、児童がリアルなコミ ・学習指導要領に例示されている言語の使用場面や言語の
ュニケーション活動のモデルにするよう、英語を使う必 働きに見合った言語材料を選択している。
然性のある場面を設定している。 ・言語活動を通して児童が身に付けられるよう、英語を使

・他教科と関連付けた題材や日本語と英語の違いへの気付 う必然性のある場面を各「UNIT」で設定している。
きを促すコーナーを設定している。 ○学習意欲を高める工夫

○読むこと、書くことの活動の工夫 ・活動や家庭学習に使用できる映像と音声を視聴できる二
・毎時間の授業において、音声面を中心とした活動から文 次元コードを各「Unit」や別冊に配置している。発展学
字学習へとつなげられるよう、活動を配列している。 習の動画も収録している。

・英語は独自のＵＤフォントを使用している。

○題材・配列等の特徴 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫
・５年は、身の回りの題材から扱い、６年生になるにつれ ・友達同士で協力し合い学習に取り組むことができるよ
て世界に目を向けた題材へと広がっている。 う、各単元にペアワーク、グループワークを設定してい

・１年間の学習が見通せるように、巻頭に「CAN－DOマッ る。
プ」を配置している。 ・児童の学習動機を喚起し、主体的に学習に取り組むこと

・ゴールを意識しながら学習を進めることができるよう、 ができるよう、単元の最初にその単元で目指すモデルの
９ 各単元の導入は１枚の絵で単元の全体像を示している。 リスニングを聞く活動を設定している。

各単元の最後には、単元で学んだことを活用しながら、 ○言語材料の取扱い
開隆堂 まとめとなるコミュニケーション活動を設定している。 ・着実に知識技能が習得できるよう、易から難へと活動を

・巻末には活動単位で学習を振り返ることができるような 配列している。
学んだことリストを掲載している。 ・音と文字の関係や英語を書くための基礎的なルールにつ

○読むこと、書くことの活動の工夫 いて系統的に学べるよう、各学年の後半に「文字に慣れ
・各単元のまとめとして書く活動があることに加え、系統 よう」のコーナーを設けている。
的に無理なく学習を進められるよう、読み書きを「文字 ○学習意欲を高める工夫
に慣れよう」として独立して設けている。 ・必要に応じて音声や映像が確認できるよう、ＱＲコード

・英語は独自のフォントを使用している。 を活動ごとに配置している。また、各単元の音声を１つ
のウェブページで確認できるようにしている。



英 語

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○題材・配列等の特徴 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫
・５年では外国のことを、６年では日本のことを知るとい ・単元の中で児童が興味をもってやり取りできる活動や、
う配列になっている。 既習内容を振り返るページ、プロジェクト型活動などを

・他教科と関連付けた学習課題や、中学校生活についての 設定している。
単元を設定している。単元で扱われなかった題材につい ・考えながら友達とやり取りしたり、学習した表現で自分

11 ても、資料の中で触れている。 のことを伝える活動を設定している。
・学習のまとめとして、単元末には振り返り学習、読み物 ○言語材料の取扱い

学図 教材、自己評価欄を設けている。見通しをもって学習を ・使用頻度の高い表現から扱われており、一度学んだ表現
進められるよう、授業や単元の流れを示している。 も繰り返し学べる構成にしている。

・単元が進むにつれて、読む、書く活動が徐々に増えてい ・音声に合わせて文字を指で追う活動を設定している。音
る。 声についての知識を深められるよう、欄外や資料で音声

○読むこと、書くことの活動の工夫 について扱っている。
・聞いたり話したりして十分に慣れ親しんでから、なぞり ○学習意欲を高める工夫
書きをし、書き写すという段階的な学習の流れになって ・各授業で扱う表現が聞ける二次元コードが「Lesson」ご
いる。 とにあり、家庭学習に対応している。あいさつやクラス

・フォントはＵＤフォントを使用している。 ルームイングリッシュなどの表現も収録している。

○題材・配列等の特徴 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫
・５年では「自分のこと」「ふだんの生活のこと」「日本 ・大単元のまとめとして、学年に３つ配置された「JUMP」
のこと」を扱い、６年では「自分たちのこと」から始ま を配置している。
り、「過去や将来のこと」「世界のこと」に広げる題材 ・グループでの活動を基本とし、主体的・協働的に学び合
の配列になっている。 う場面を設定している。また、実生活に結びついたタス

・各学年に、３つの大単元を設定し、その中に「学びの見 クを設定している。
15 通しを立てる」(HOP)、「コミュニケーション活動を通 ○言語材料の取扱い

して基礎的・基本的な知識・技能の習得」(STEP)、「実 ・文および文構造や語彙は、基本的には単純なものからや
三省堂 際の場面で表現する（活用）」(JUMP)の３種類の小単元 や複雑なものへと配置し、かつ大単元の最終言語活動に

を配置し、「HOP、STEP、JUMP」で学ぶプロセスを示し 取り組めるよう、選択・配列している。
ている。 ・音声と文字の結び付きへの気付きを促すため、音を聞き

○読むこと、書くことの活動の工夫 ながら文字を目にする機会を設定している。
・各単元に文字や短い英文を読む活動を設定している。 ○学習意欲を高める工夫
・書く活動は、各「Lesson」の終わりに自分の言いたいこ ・家庭学習においても音声に触れることができるよう、各
とを表現できるように設定し、書き写しやすいよう、手 「Lesson」にある二次元コードは、それぞれの箇所の単
書き文字フォントを使用している。 語や文の音声を収録している。



英 語

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○題材・配列等の特徴 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫
・自己紹介から学校や地域、国内、海外へと、学年や単元 ・各単元に考えを深める機会をつくるため、気付きや思考
が進むにつれて徐々に視点が広がっていくように題材を を促す問いを設置した「考えてみよう」を設けている。
配列している。 ・ペアやグループで取り組むコミュニケーション活動を各

・他教科と関連付けた学習課題や、中学校生活についての 単元に設けている。
単元を設定している。 ○言語材料の取扱い

17 ・各単元は、映像を参考にしながら聞くことから始まり、 ・文構造や基本的な表現の定着を図るコミュニケーション
発話してみるやり取りを経たあと、書いて整理した上で 活動を段階を踏んで配列している。

教出 やり取りしたり、発表したりする構成となるよう、各活 ・音声については、各単元末において日本語との違い、音
動を配置している。 素と文字の関連や強勢・イントネーションについて取り

○読むこと、書くことの活動の工夫 上げている。
・各学年一つずつ、他教科等で学習した教材や内容を取り ○学習意欲を高める工夫
扱った読みもの教材がある。 ・家庭で、授業で扱う動画や音声などを視聴できる二次元

・英語は手書き文字に近いフォント、日本語はＵＤフォン コードとＵＲＬを目次のページに配置し、１つのウェブ
トを使用している。 ページで確認できるようにしている。

○題材・配列等の特徴 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫
・５、６年を通して、児童と同世代の登場人物を設定し、 ・主体的な学びを進められるよう、児童が興味をもってや
彼らが交流し成長する一連のストーリーとしている。 りとりできる活動を設定している。

・国語の学習と関連させて、よりよい言葉の使い方を考え ・グループでの協働学習の設定により、対話的な学びを促
られるよう、言葉について考えるページを設けている。 し、各単元の後半に、考えをさらに深める課題を示して

・各学年とも「できるようになること」と、前学年まで いる。
38 の学習を確認するページで始まっている。 ○言語材料の取扱い

・各「Unit」は「Hop!」→「Step1」→「Step2」→「Jump!」 ・段階的に着実な定着を図るため、重要な語彙や表現につ
光村 の順で構成し、それぞれを1つの見開きで統一している。 いては繰り返し触れられるよう、使用場面を変えて何度

聞く活動から始まり、話す活動を経て、読む・書く活動 も配列している。
へと進んでいる。 ・各ページの下部や文字を扱うページで、音声に関する知

○読むこと、書くことの活動の工夫 識について示している。
・聞いたり話したりして慣れ親しんでから、文字→単語→ ○学習意欲を高める工夫
語句→文と、段階を踏んで書くように設定している。 ・家庭で、音声や映像に触れられるよう、各単元に二次元

・英語は独自のフォント、日本語はＵＤフォントを使用し コードを配置している。アニメーションで各「Unit」の
ている。 ストーリーの一部を見ることができるようにしている。



英 語

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○題材・配列等の特徴 ○主体的・対話的で深い学びを実現するための工夫
・５年では自分の身近なことや知っていることについて、 ・英語の意味や使い方について児童が推測し、自ら考え、
６年では身の回りのことをもう少し詳しく調べたり、身 理解できるような活動を、復習のページに設定している。
の回りから少し離れたことについて考えたりする題材を ・個々に理解したことを児童同士で共有したり、他の児童
取り扱っている。 の発話を聞いて、よいところをまねしたりしながら学び

・前学年の活動や学習からの橋渡しの「Pre Unit」から始 を深められるよう、やり取りや発表の機会を設けている。
61 まり、９つの「Unit」で構成されている。 ○言語材料の取扱い

・各「Unit」ごとにめあてが明記され、学ぶべき語句や表 ・基礎的な語彙や表現を演習問題やコミュニケーション活
啓林館 現を示している。また、学習の見通しを立てられるよう 動の中で繰り返し活用するようにしている。

に、「Unit」の学習後にできるようになりたいことを各 ・「Jingle」や「Chant」で、英語らしいリズムや音声を
「Unit」の扉のページで提示している。 扱っている。

○読むこと、書くことの活動の工夫 ○学習意欲を高める工夫
・各「Unit」の最後に、英語の文字と音との関係を示し、 ・授業で活用するだけでなく、家庭学習や自学自習への対
読んだり書いたりするページを設定している。 応として、音声にアクセスできるように、「Jingle」や

・日本語、英語ともにＵＤフォントを使用している。 「Word List」の分類ごとに二次元コードを設けている。



特別の教科 道徳

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 教 書 コ 体
主 こ主 に主 と主 そ 材 き ラ 験

ペ と とと 関と のと の 数 込 ム 的
し し すし 関し 他 み の な
て て るて わて 欄 数 学ー
自 人 こ集 り生 の 習

ジ 分 と と団 に命 数 へ 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 自 の や 関や の
番号・略称 身 関 社 す自 手

に わ 会 る然 立
関 り と こ崇 て
す に の と高
る 関 関 な
こ す わ も
と る り の

１年 128 37 26 30 16 19 35 11 １ ２ ・ＡＢ判。
・巻頭に道徳の授業における学習の進め方と学

２年 146 33 31 30 27 25 36 20 １ ２ 習活動を紹介するページを設定している。
・教材で扱う内容項目を分かりやすい言葉で表

２ ３年 168 40 34 46 30 18 36 23 ４ ２ した学習のテーマを教材ごとに掲載してい
る。

東書 ４年 172 44 31 50 29 18 36 24 ４ ２ ・教材ごとの学びを振り返る「学習のふり返り」
と学期ごとの学びを振り返る「学習のまとめ」

５年 184 39 33 61 33 18 36 29 ４ ２ を設定している。
・全学年に本文教材の代替又は補充用として活

６年 200 39 34 59 50 18 36 22 ４ ２ 用できる教材を掲載している。

１年 168 39 30 45 34 20 34 120 ７ ８ ・ＡＢ判。
・本冊「きづき」と別冊「まなび」の２分冊構

２年 164 37 33 50 24 20 35 119 ７ ６ 成。
・別冊「まなび」は内容項目ごとに構成され、

11 ３年 184 45 35 53 33 18 35 118 ８ ４ 内容項目に関わる説明や教材に関わる問いと
ともに自分の考えを記述する書き込み欄を設

学図 ４年 188 45 42 53 30 18 35 125 ９ ２ 定している。
・巻頭に道徳の授業における学び方を紹介する

５年 204 51 36 64 35 18 35 124 12 ３ ページを設定している。
・教材ごとの学びを振り返る「つなげていこう」

６年 204 45 37 68 36 18 35 121 12 ５ を設定している。



特別の教科 道徳

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 教 書 コ 体
主 こ主 に主 と主 そ 材 き ラ 験

ペ と とと 関と のと の 数 込 ム 的
し し すし 関し 他 み の な
て て るて わて 欄 数 学ー
自 人 こ集 り生 の 習

ジ 分 と と団 に命 数 へ 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 自 の や 関や の
番号・略称 身 関 社 す自 手

に わ 会 る然 立
関 り と こ崇 て
す に の と高
る 関 関 な
こ す わ も
と る り の

１年 134 40 28 28 22 16 34 26 １ ６ ・ＡＢ判。
・巻頭に道徳の授業の学び方を紹介するペー

２年 142 32 34 36 24 16 35 42 １ 13 ジ、巻末に１年間の学びを振り返るページを
それぞれ設定している。

17 ３年 150 38 34 48 18 12 35 26 1 16 ・教材を内容項目ごとにまとめて配列するとと
もに、まとまりごとに内容を示したキーワー

教出 ４年 162 44 36 48 22 12 35 25 ２ 13 ドを付している。
・授業の導入となる問い、最後に考えを深める

５年 166 42 30 56 26 12 35 20 ４ ８ ための問いをそれぞれ設定している。
・全学年に本文教材の代替又は補充用として活

６年 170 48 30 48 28 16 35 19 ２ ７ 用できる教材を掲載している。

１年 145 35 31 43 18 18 34 54 ２ ６ ・Ｂ５変型判。
・教材ごとに、何について考え、話し合うのか

２年 169 39 32 49 26 23 35 43 ２ ４ を例示しためあてを掲載している。
・教材の最初に主題と授業の導入となる問い、

38 ３年 185 47 46 50 21 21 35 55 ５ ６ 最後に考えを深めるための問いとして「考え
よう・話し合おう」を設定している。

光村 ４年 193 38 46 51 32 26 35 45 ５ ５ ・１時間ごと、学期ごとに学習を振り返り、自
分の考えを記述する「学びの記録」のページ

５年 205 49 47 47 39 23 35 40 ５ ４ を設定している。
・巻頭に道徳の授業における学び方を紹介する

６年 221 41 48 65 42 25 35 39 ５ ５ ページを設定している。



特別の教科 道徳

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 教 書 コ 体
主 こ主 に主 と主 そ 材 き ラ 験

ペ と とと 関と のと の 数 込 ム 的
し し すし 関し 他 み の な
て て るて わて 欄 数 学ー
自 人 こ集 り生 の 習

ジ 分 と と団 に命 数 へ 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 自 の や 関や の
番号・略称 身 関 社 す自 手

に わ 会 る然 立
関 り と こ崇 て
す に の と高
る 関 関 な
こ す わ も
と る り の

１年 196 53 38 64 25 16 37 123 ６ ６ ・ＡＢ判。
・本冊と別冊「道徳ノート」の２分冊構成。

２年 212 54 48 71 26 13 38 136 ５ ３ ・巻頭に道徳の授業における学び方を紹介する
ページを設定している。

116 ３年 224 57 49 72 30 16 38 126 ５ ２ ・教材の最初に主題と授業の導入となる問い、
最後に考えを深めるための問いを設定してい

日文 ４年 232 53 54 76 36 13 38 141 ５ ３ る。
・全学年に本文教材の代替又は補充用として活

５年 232 42 53 78 43 16 38 138 ５ ２ 用できる教材を掲載している。
・別冊「道徳ノート」に、問いと自分の考えを

６年 232 53 42 76 46 15 38 130 ７ ３ 書き込む欄や自己評価の欄を設定している。

１年 158 46 23 44 26 19 40 52 ５ ４ ・Ａ４変型判。
・巻頭に道徳の学び方を紹介するページ、巻末

２年 166 40 41 45 23 17 40 65 ４ ３ に１年間の学びを振り返るページをそれぞれ
設定している。

208 ３年 182 26 52 57 29 18 40 45 ６ ２ ・教材の最初に主題と授業の導入となる問い、
最後に考えを深めるための問いをそれぞれ設

光文 ４年 186 32 41 66 26 21 40 50 ６ ２ 定している。
・児童に問いを投げかけるキャラクターを設定

５年 190 40 39 59 34 18 40 61 ５ ３ し、読み物教材の下部に示している。
・全学年に本文教材の代替又は補充用として活

６年 194 41 35 56 41 21 40 43 ８ １ 用できる教材を掲載している。



特別の教科 道徳

内容別配当ページ数 教材・資料等の分量

項目 総 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 教 書 コ 体
主 こ主 に主 と主 そ 材 き ラ 験

ペ と とと 関と のと の 数 込 ム 的
し し すし 関し 他 み の な
て て るて わて 欄 数 学ー
自 人 こ集 り生 の 習

ジ 分 と と団 に命 数 へ 使用上の便宜・編集上の工夫等
発行者の 自 の や 関や の
番号・略称 身 関 社 す自 手

に わ 会 る然 立
関 り と こ崇 て
す に の と高
る 関 関 な
こ す わ も
と る り の

１年 138 38 31 33 24 12 34 29 ５ ４ ・Ａ４判。
・巻頭に自分のことを見つめるページ、巻末に

２年 142 43 28 36 23 12 35 27 ３ ２ １年間の学びを内容項目の４つの視点で振り
返るページを設定している。

224 ３年 154 35 37 42 28 12 35 27 ５ ３ ・巻頭に道徳の授業の学び方のページを設定し
ている。

学研 ４年 158 36 45 41 24 12 35 22 ５ ３ ・教材の最後に考えを深めるための問いとして
「考えよう」を設定している。

５年 166 39 39 40 36 12 35 37 ７ １ ・複数の教材を組み合わせたユニットごとに学
習したことを振り返り、自分の考えをまとめ

６年 170 36 44 38 40 12 35 34 ５ １ る記述の欄を設定している。

１年 162 34 34 42 22 30 35 66 ３ ３ ・ＡＢ判。
・本冊と別冊「道徳ノート」の２分冊構成。

２年 170 42 28 44 16 40 35 80 ３ ２ ・内容項目の４つの視点を表すマークととも
に、主題を全ての教材の巻頭に掲載している。

232 ３年 178 36 34 43 20 45 35 83 ４ ３ ・別冊「道徳ノート」は内容項目ごとに構成さ
れ、内容項目に関わる説明や問い、書き込み

廣あかつき ４年 190 44 37 43 21 45 35 81 ６ １ 欄を設定している。
・教材文の末尾にめあてや問いとして「考える

５年 218 57 34 46 34 47 35 88 ９ ２ ・話し合う」を設定している。
・１年間の学習を振り返る「心のしおり」を別

６年 226 57 38 48 36 47 35 99 11 ２ 冊「道徳ノート」に設定している。



特別の教科 道徳

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について 学習活動として「つながる・広がる」を設定している。
・教材ごとに発問となる設問と、自分との関わりで考えを ○いじめの問題への対応について
深められる振り返りの設問を設定している。 ・扉ページと、いじめの問題を直接的、間接的に扱った教

・教材と併せて活用できる体験的な活動例として「出会う 材とを組み合わせたユニット「いじめのない世界へ」を
・ふれあう」を設定している。 全学年に設定している。

２ ・児童へ投げかける問いが掲載された扉ページと教材、話 ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に
合いの手引きである「考えるステップ」で構成された教 ついて

東 書 材として「問題を見つけて考える」を３年以上に掲載し ・情報モラルを扱った教材を発達の段階に応じて全学年に
ている。 設定し、該当する教材のタイトルにマークを付している。

・教材の内容と関連したデジタルコンテンツを掲載したウ ・人権、国際理解など現代的な課題と関連する教材を全学
ェブページの二次元コードが掲載されており、該当する 年に、コラムを３年以上に配置している。
教材のタイトルにマークを付している。 ○振り返りの活動への対応について

○各教科等との関連について ・１時間の授業ごとの自己評価として「学習の記録」や、
・学習内容一覧で教材の内容と各教科等との関わりを示す 一定の期間で学習したことを振り返る「学習のまとめ」
とともに、教材で学習した内容と各教科等との関連した を設定している。

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について ○いじめの問題への対応について
・教材に関わる問いとして「かんがえよう」、授業を通し ・いじめの問題や、周りの人との関係について考えられる
て考えたことを基に自分を振り返る「みつめよう」を、 教材、いじめ防止につながる内容を扱った教材とともに
別冊「まなび」に教材ごとにそれぞれ設定している。 コラムを設定している。

・役割演技など体験的な活動を通して考えを深める手立て ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に
11 として「やってみよう」を設定している。 ついて

・別冊「まなび」に、授業の導入や終末で活用できる内容 ・情報モラルを扱った教材を全学年に設定し、該当する教
学 図 項目の解説や問いを示したページ「心のパレット」を設 材のタイトルにマークを付している。

定している。 ・防災教育、キャリア教育、社会参画、持続可能な社会の
・各教材の冒頭に、授業の導入に活用できる補助資料が掲 発展など、現代的な課題と関連する教材とコラムを全学
載されているウェブページへの二次元コードを掲載して 年に配置している。
いる。 ○振り返りの活動への対応について

○各教科等との関連について ・別冊「まなび」に、教材ごとに自分の学びを振り返る「つ
・各学年に各教科等での学びを想起する問いを設定すると なげていこう」、一定の期間で自分の学びを振り返る「ま
もに記述欄を設定している。 なびの道しるべ」を設定している。



特別の教科 道徳

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について ○いじめの問題への対応について
・教材ごとに導入の発問と授業の展開段階で活用できる発 ・全学年にいじめの問題に関わる教材を設定するととも
問「考えよう」、授業の終末段階で活用できる発問「深 に、本文教材と導入ページを組み合わせた教材を２、４、
めよう」を示している。 ５年に設定している。

・話合いや書く活動などの言語活動を取り入れられるよ ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に
17 う、書き込み欄にマークを付している。 ついて

・役割演技など体験的な活動を通して考えを深める手立て ・情報モラルを扱った教材を全学年に設定し、該当する教
教 出 として「やってみよう」を「学びの手引き」に設定して 材のタイトルにマークを付している。

いる。 ・人権、社会参画、国際理解など現代的な課題と関連する
・３年以上に、教材と関わりのある関連資料等を掲載した 教材、生命の尊厳について複数の教材で構成されたユニ
ウェブページへのリンク集「まなびリンク」の二次元コ ット教材を設定している。
ードを示している。 ○振り返りの活動への対応について

○各教科等との関連について ・巻末に１時間ごとの授業を記録することができる「学習
・巻末の学習内容一覧で教材の内容と各教科等との関わり の記録」と年度末に１年間を振り返る「１年間の道徳の
を示している。 学習をふり返ろう」をそれぞれ設定している。

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について の関わりを示している。
・教材ごとに設定されている「学習の手引き」に、授業の ○いじめの問題への対応について
めあてとともに対話を通して学びを深める「考えよう・ ・全学年にさまざまな内容項目からいじめ問題を考える教
話し合おう」を設定している。 材とコラム「いじめについて考える」を併せて設定して

・教材ごとに、日常生活やこれまでの学びと教材を通して いる。
38 学習したことをつなげる問いとして「つなげよう」を設 ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に

定している。 ついて
光 村 ・役割演技など体験的な活動を通して考えを深める手立て ・全学年に情報モラルの内容を扱ったコラムと教材をユニ

として「演じて考えよう」を設定している。 ットで設定している。
・教材と関わりのある動画や、関連資料、音声教材等を掲 ・発達の段階に応じて「いじめ問題、環境、国際理解、福
載したウェブページへの二次元コードを教材に付してい 祉、共生」の五つのテーマで複数教材とコラムをユニッ
る。 トで設定している。

○各教科等との関連について ○振り返りの活動への対応について
・各学年に各教科等での学びを想起する問いを設定すると ・１時間の学びを振り返る「学びの記録」や一定の期間を
ともに、「内容項目一覧表」で教材の内容と各教科等と 振り返る「まとめ」を設定している。



特別の教科 道徳

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について ○いじめの問題への対応について
・教材ごとに導入の発問と教材のねらいにに関わるの発問 ・いじめの問題に関わる教材とコラムをユニット「いじめ
「考えてみよう」、学習を通して学んだことや分かった をなくすために」として全学年に設定している。
ことを自発的に確かめ、生かしていくための発問「見つ ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に
めよう、生かそう」を示している。 ついて

116 ・教材の中から問題を見付け、自分の考えをもち対話的な ・情報モラルを扱った教材とコラムを組み合わせたり、複
学習を行うための学習活動例や問いとして「学習の手引 数教材を組み合わせたりしたユニット「情報モラル」を

日 文 き」を設定している。 全学年に設定している。
・役割演技など体験的な活動を通して考えを深める問いを ・人権尊重の精神と生命の尊重を基本に、いじめの防止、
設定している。 安全の確保、情報モラル、持続可能な社会の発展の４つ

・教材と関わりのある動画や資料、映像資料等を掲載した の視点を重点とした教材を設定している。
ウェブページへの二次元コードを教材に示している。 ○振り返りの活動への対応について

○各教科等との関連について ・別冊「道徳ノート」には、教材ごとに３つの観点で自己
・巻末の学習内容一覧で教材と各教科等との関連を示して 評価する欄や、巻末に一定の期間で自分の学びを振り返
いる。 り文章で記述する欄を設定している。

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について ○いじめの問題への対応について
・教材ごとに導入の発問と授業の展開段階で活用できる発 ・全学年にさまざまな内容項目からいじめの問題を考える
問「まとめる」、授業の終末段階で活用できる発問「広 教材とコラム「みんななかよし楽しい学級」を併せて設
げる」を設定している。 定している。

・児童が多様な視点から考えられるように、教材の脚注に ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に
208 児童の思考をサポートするキャラクターを設定してい ついて

る。 ・情報モラルを扱った教材と関連するコラムを全学年に設
光 文 ・教材の最後に、具体的な道徳的な行為を体験する活動例 定し、該当する教材に目次でマークを付している。

を示している。 ・社会参画、国際理解、防災など現代的な課題と関連する
・全学年に、コラム「みんなでやってみよう」として、よ 教材、生命の尊厳について複数教材で構成されたユニッ
りよい人間関係の構築のためのグループワークを提示し ト教材を設定している。
ている。 ○振り返りの活動への対応について

○各教科等との関連について ・巻末に１時間の学びを振り返る「学びの足あと」や自己
・各学年に各教科等での学びを想起する問いを設定すると 評価欄「心の矢印」、一定の期間を振り返る「まとめ」
もに記述欄を設定している。 を設定している。



特別の教科 道徳

内容の程度・組織・取扱い等の特徴

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について ○いじめの問題への対応について
・教材ごとに考えを深め、自己を見つめるきっかけとなる ・児童の発達の段階を考慮し、いじめそのもの以外に、他
問いとして「考えよう」を設定している。 者理解や他者を尊重することなどをテーマにした教材を

・自分で書き込んだ内容を基に話合い活動を行えるよう記 設定している。
述欄を、話合いの手引きとして「学び方のページ」〈ふ ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に

224 かめよう〉を設定している。 ついて
・役割演技などの体験的な学習活動を通して考えを深めら ・社会参画、国際理解、防災など現代的な課題と関連する

学 研 れるよう「学び方のページ」〈やってみよう〉を設定し 教材、生命や生き方について複数の教材で構成されたユ
ている。 ニット教材を設定している。

・教材と関わりのある画像や動画、関連資料、音声教材等 ・情報モラルを扱った教材にマークを付し、関連するコラ
を掲載したウェブページへの二次元コードを教材に示し ムを掲載している。
ている。 ○振り返りの活動への対応について

○各教科等との関連について ・内容項目の異なる複数教材を組み合わせて、学習したこ
・各学年に各教科等での学びを想起する問いを設定すると とを振り返るページや、これからの自分の生き方につい
もに記述欄を設定している。 て記述する「つなげよう」を設定している。

○考え、議論する道徳への転換を図るための工夫について ○いじめの問題への対応について
・教材ごとに設定されている「考えよう 話し合おう」に、・いじめ防止につながる内容項目の教材や生命の尊重に関
学習のめあて「学習の道すじ」とともに、学びを深める するコラムを全学年に設定している。
問いを設定している。 ○情報モラルに関する指導と現代的な課題の扱いの工夫に

・役割演技などの体験的な学習活動を通して考えを深めら ついて
232 れるよう「活動しよう」を設定している。 ・情報モラルを扱った教材を全学年に設定するとともに、

・３年以上の教材に、教材で学習したことをより深めるた ３年以上には情報モラルに関するコラムを設定してい
廣あかつき めの問いや教材の内容と関連した偉人や書籍を紹介する る。

「学習を広げる」を設定している。 ・生命、社会参画、持続可能な社会の発展など現代的な課
・教材と関わりのある画像や動画、関連資料等を掲載した 題に関わる内容の教材を各学年に設定するとともに、教
ウェブページへの二次元コードを教材に示している。 材と関連付けて考えを深めるコラムを設定している。

○各教科等との関連について ○振り返りの活動への対応について
・別冊「道徳ノート」には、内容別に道徳科の授業や各教 ・別冊「道徳ノート」に１時間の学びを振り返る「学習の
科等で考えたことを記述する欄や、体験活動で感じ考え 記録」や教材ごとに学習を自己評価する「心のしおり」
たことを記録する欄を設定している。 を設定している。




















































































